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文序

平成10年 3月 高清水城跡の調査報告書として第 1集を刊行いたしましたが、今回、経ヶ

崎遺跡・観音沢遺跡の発掘調査が終了し、第 2集として刊行する運びとなりました。

先人の文化遺産を鑑賞する事は、私たちの欣喜すべき宝への出合いであり、これを将来

に伝えることも崇高な義務ではなかろうかと思います。

歴史とは生活の歴史であり、同じ郷土に生まれ育った者として先人がどんな生活を営み、

どんなことをして暮らしてきたかを理解する手がかりともなります。

ここに報告書を刊行するにあたり、調査に際しましてご協力頂きました宮城県教育庁文

化財保護課並びに関係された方々に深く感謝申し上げますとともに、この報告書が郷土史

を一層理解する上での資料となりますことを祈りご活用下さることを念じ発刊のことばと

いたします。

平 成 12年 3月

高清水町教育委員会

教育長 佐 藤 幸 一
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1.本書は高清水町が計画した町道改良拡幅工事に伴う経ケ崎 。観音沢遺跡の発掘調査成果をまとめ

たものである。

2.調査、報告書の作成は高清水町教育委員会が主体となり、宮城県教育委員会が担当した。

3。 本書における土色の記述は『新版標準土色帖』(小 山
。佐竹 :1967)に 基づく。

4.本書の第 1図は国土地理院発行の1/25,000「高清水・築館 。真坂・荒谷」を複製して使用した。

5。 報告書の作成に際して、発掘調査時に登録 した遺構番号に欠番が出たが、原図の番号をそのまま

本書に使用した。また、遺構番号は通し番号である。

6.報告書における、遺構、遺物の実測図、写真図版の縮尺は原則として以下の通 りである。

遺構    1/60、  1/200     遺物   1/3

7.遺構の種別については次の略号を使用して区別した。

竪穴住居跡 (SI)、 土墳 (SK)、 溝跡 (SD)

8.本書の編集、執筆は宮城県文化財保護課職員の検討を経て、佐藤憲幸、後藤秀―が行つた。

9。 発掘調査の記録や整理した資料 。出土遺物は高清水町教育委員会が保管している。
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第 I章 遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置
経ヶ崎遺跡は栗原郡高清水町字上経ヶ崎に所在する。本遺跡は高清水町役場の約 l km西にあり、現在

は宅地、畑、水田などに利用されている。

高清水町は宮城県北西部に位置しており、栗原郡の最南端部にあたる。地形をみると、栗原郡付近に

は奥羽山脈から東に派生する陸前丘陵の一部である築館丘陵が発達しており、高清水町はその末端部に

位置する。築館丘陵は高度を減じながら高清水町の北部・西部 。南部に展開しており、町内を東流する

善光寺川・小山田川・透川によって複雑に開析され、いくつかの樹枝状の地形を形成している。これら

の中に、町の中心部の西側にあり、小山田川と透川に挟まれた北西から南東に延びる低丘陵がある。本

遺跡はこの丘陵の南東端部にあり、丘陵頂部のほぼ平坦面ないしは緩やかな南斜面に立地している。標

高は約25～ 35mである。また、丘陵地帯を画している各河川の流域には扇状地性低地が発達しており、

現在は主として水田として利用されている。

観音沢遺跡は高清水町字台町に所在する。本遺跡は高清水町役場の約 l km南にあり、現在は宅地、畑、

水田などに利用されている。経ヶ崎遺跡からみると透川を挟んで南東側の丘陵北端部に位置し、遺跡の

やや西側を奥州街道(旧国道 4号線 )、 東側を東北新幹線が縦断している。標高は今回の調査区で約28m

である。尚、本遺跡は昭和51・ 52・ 54年にも宮城県文化財保護課によって調査されており、堅穴住居跡

13軒や奈良時代前半頃の土師器の良好な資料が発見されている。

2 周辺 の遺跡

高清水町には縄文時代以来、多くの遺跡が残されており、現在36ヶ所の遺跡が確認されている。これ

らの殆どは、標高25～ 50mの緩やかな丘陵上や段丘上に立地している。

縄文時代の遺跡としては、本遺跡の約 2 km北東に大寺遺跡がある。昭和30年、東北大学により調査が

行われており、その際出土した沈線文・貝殻腹縁文を持つ尖底土器は、遺跡の名をとって大寺式土器と

命名され、現在縄文時代早期の指標となっている。他には縄文時代前期の宿ノ沢遺跡、晩期の萩田遺跡

などがある。大寺遺跡や萩田遺跡はまた弥生時代の遺跡でもある。大寺遺跡では弥生時代末期の上器が、

萩田遺跡からは弥生時代中期の土器とともに大型棒状太口蛤羽磨製石斧が出土している。古墳時代の遺

跡では東館遺跡がある。ここでは方形周溝墓が検出され、そこから供献用の上師器壺が出土している。

奈良 。平安時代になると遺跡数は増加する。今回調査した両遺跡の他に五輪C遺跡、手取・西手取遺跡、

下折木遺跡などがあり、各遺跡では竪穴住居跡が検出され、集落跡の存在が確認されている。この他に

も松ノ木沢遺跡、下田遺跡等の包含地とされている遺跡があり、これらの中にも数多くの集落跡が含ま

れている可能性が考えられる。中・近世の遺跡としては、高清水城跡、新庄館(新城館)跡、陣館跡、運難

館跡などがある。高清水城跡は昨年、高清水中学校体育館移転新築に伴う発掘調査が行われ、堀跡、井

戸跡、土墳が検出された。
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡

酌 遺   跡   名 立 地 種 別 時 代

高清水町

1 経ヶ崎遺勧 段丘 集落 縄文 古墳 古代

2 観音沢遺跡 段丘 集落 縄文・古墳 奈良～中世

3 大寺遺跡 段丘 散布地 縄文早・古墳 ,古代

4 向野A遺跡 段丘 集落 縄文・古代 。中世

5 迎返り地蔵前遺跡 段丘 散布地 古代

6 折木山遣跡 丘陵 寺院跡 鎌倉

7 萩田遺跡 段丘 散布地 縄文晩 弥生 首代

8 外沢田遺跡 段丘 散布地 古代

9 明官遺跡 段丘 散布地 古代

10 五輪A遺跡 段丘 散布地 縄文・古墳

2

lb 遺  跡  名 立  地 種 別 時 代

11 西手取遺跡 段丘 集落 縄文早・前・平安

12 松ノ木沢日C遺跡 段丘 散布地 古代

13 台町西遺跡 段丘 集落 平安

下折木遺跡 丘陵麓 集落 平安

15 下佐野遺跡 段丘 散布地 古代

堂の池遺跡 段丘 散布地 古代

17 東館遺跡 段丘 集落 弥生～平安

18 中ノ茎遺跡 段丘 集落 縄文 古代 。中世

新庄館跡 丘陵 城館・散布地 平安 中世

袖山遺跡 段丘 散布地 古代

五輪C遺跡 段丘 集落 古代



lb 遺 跡 名 立 地 種 別 時 代

高清水町

五輪B遺跡 段丘 散布地 古 代

覚満寺跡 段丘 寺跡 中世・近世

高清水城跡 段丘 城鰭 中世 近世

透川遺跡 段丘 散布地 古代

向野B遺跡 段丘 散布地 古代

27 松ノ木沢日A遺跡 段丘 集落 縄文 古代 中世

勝負ヶ町遺跡 丘陵 散布地 古代

古川市

大窪遺跡 丘陵 散布地 縄文前 中

華島遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文晩 古代

長者原A遺跡 丘陵 散布地 旧石器 縄文晩 奈良

下蝦沢遺跡 丘陵斜面 散布地 弥生

下沢田遺跡 丘陵斜面 散布地 弥生

笹森遺跡 丘陵 散布地 奈良

小高遺lln tt陵斜面 窯跡 古代

藤屋敷遺跡 丘陵 集落 平安

北山 丘陵 散布地 円墳 古墳 古代

生深町遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文

梅女遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文 古代

堀崎遺跡 丘陵斜面 敏布地 古代

―の坪遺跡 丘陵斜面 散布地 古代

外沢窯跡 丘陵斜面 窯跡 平安

新寺館跡 丘陵斜面 城鰭 近世

新日古墳群 丘陵 古墳 古墳後・奈長

鴻ノ巣館跡 丘陵 城館 近世

市ヶ坂館跡 丘陵 城館 中世

姥沢還跡 丘陵 散布地 奈良 平安

嵐山遺跡 丘陵 散布地 縄文

上蝦沢選跡 丘陵斜面 散布地 縄文

馬場遺跡 丘陵 散布地 縄文・古代

北見遺跡 丘陵麓 散布地 古代

長泥遺跡 丘陵麓 散布地 古代

堀場遺跡 丘陵 散布地 吉代

小野横穴墓群 丘陵斜面 円墳 検穴 古墳・古代

横沢窯跡 丘陵 窯跡 近代

通揚窯跡 丘陵斜面 黒跡 近世

57 下姥沢B遺跡 丘陵斜面 散布地 弥生

十八引沢遺跡 丘陵麓 散布地 縄文晩 古代

小野横穴墓群 (馬寵支群) 丘陵斜面 横穴墓 古墳後

小野積穴墓群 (小高支群) 丘陵麓 横穴墓 古墳後・奈良

61 小野横穴墓群 (朽木橋支群) 丘陵斜面 積穴墓 古墳後・奈良

朽木橋遺PI 沖積平野 散布地 古代

新中山遺跡 沖積平野 塚 不明

小野横穴墓群 (岩崎支群) 丘陵麓 横穴墓 吉墳後 奈良

岩崎古墳 丘儀尾根 円墳 古墳後

いもり塚周辺遺跡 丘陵麓 散布地 縄文晩

小野横穴墓群 (自 山支群) 丘陵斜面 横穴墓 古墳後・奈良

小野検穴墓群 (羽黒支群) 丘陵斜面 横穴墓 古墳後・奈良

羽黒遺跡 丘陵 散布地 古墳

一貫寺遺跡 丘陵 散布地 奈良

71 須賀遺跡 丘陵尾根 散布地 縄文晩 古代

権現山遺跡 丘陵 集落 古代

稲荷山遺跡 分離丘陵 円増 奈良・平安

沢日城跡 自然堤防 城館 中世

稲荷横訴 自然浮防 散布地 古代

聴 遺  跡  名 立 地 種 別 時 代

休塚館跡 自然堤防 城館 中世

城館跡 自然堤防 城館 近世

馬放B遺跡 自然堤防 散布地 古代

馬放館跡 自然堤防 城館 散布大 古代 中世

瀬峰町

王壇遺跡 丘陵 塚 散布地 古墳 ?古代

空堤遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文前

岩石遺跡 丘陵 集落 縄文前 中 古墳 `古代

三代還跡 丘陵 散布地 古代

荒町遺跡 丘陵 散布地 縄文 古墳 古代 中世

四ツ壇原遺跡 丘陵 散布地 縄文 古代

杉ノ壇塚 丘陵 塚 古墳 ?

町田遺跡 丘陵 散布地 百代

薬沢東遺跡 丘陵 集語 縄文・古代

中三代遺跡 丘陵 集落 古代

長根遺跡 丘陵 散布jt 古代

諏訪神社遺跡 丘陵 散布地 縄文 `古代

野沢遺跡 丘陵 散布地 古代

袋沢遺跡 丘陵 散布地 縄文 古代

北ノ沢遺跡 丘陵 散布地 古 代

神田遺跡 丘陵 集落 古代

岩石Ⅱ遺跡 丘陵 散布地 縄文中

寺沢避跡 丘陵 集落 ,古墳君

蒲盛遺跡 丘陵 墓 古代

寺浦遺跡 丘陵 散布地 縄文

田尻町

天狗堂遺跡 丘陵斜画 集落 縄文・奈良 ,平安

大嶺遺跡 丘陵 散布地 平安

新日柵跡 丘陵 城柵 古代

北小松・岩日西遺跡 丘陵 沖積平野 散布地 (lFL炭 層 縄文晩

愛宕山遺跡 丘陵 散布地 古代

天神山遺跡 丘陵 散布地 古代

招木館跡 丘陵 城館 中世

107 日向前横穴墓群 丘陵麓 横穴墓 古墳 平安

諏訪遺跡 丘陵 散布地 古代

筒水横六墓群 丘陵 横穴墓 古墳

110 大隅館跡 丘陵 城館 中世

忠全寺跡 自然堤防 寺院

112 神明遣跡 自然堤防 散布地 古代

113 団子山西遺跡 自然堤防 散布地 縄文晩

日尻小学校西遺PJF 自然堤防 散布地 縄文晩

115 通木田中前遺跡 沖積平野 散布地 吉代

116 通木山崎遺跡 自然堤防 散布地 平安

117 通木城跡 自然堤防 城館 中世

お椀子山遺跡 自然堤防 散布地 縄文晩 古墳前・古代

国史跡木戸瓦窯跡 丘陵 窯跡 奈良

木戸館跡 丘陵 城館 散布剤 平安 中世

121 金鋳神遺跡 丘陵 桑落 奈良 平安 中世

泉谷崎畑遺跡 丘陵斜面 散布地 縄文 古代

北久保遺跡 丘陵斜面 散布地 古代

六月坂遺跡 丘陵 散布地 古代

125 御仮屋遺跡 丘陵 散布地 縄文 古代

上高野遺跡 丘陵 散布地 経場 縄文中 後・中世

127 百塚原東遺跡 自然堤防 散布地 古代

新掘東遺跡 自然堤防 散布地 縄文 古代



第Ⅱ章 経 ヶ 崎 遺 跡

A 調査に至る経緯と調査の方法
今回の調査は町道鳴子線の改良拡幅工事に伴うものである。

工事は平成 8年に計画された。町道鳴子線は計画路線区域が周知の遺跡である経ヶ崎遺跡の範囲内で

あることや、勝負ヶ町遺跡等に隣接することから、高清水町と宮城県教育庁文化財保護課とが対応につ

いて協議を行い、平成 9年 9月 に遺構の存在の有無や遺跡の広がりを把握する為、確認調査を行った。

確認調査は工事計画全域を対象に任意にトレンチを設定し、重機による表土の除去後、遺構の確認を行

った。その結果、工事対象範囲の全域において竪穴住居跡、土墳、溝跡などの存在が確認され、従来、

丘陵の東端にのみ確認されていた遺跡の範囲が西に大きく広がることが判明した。そこで、再度各事業

者と取り扱いの協議を行ったが現状保存は難しく、工事に先立ち、現道と拡幅部分合わせて約20000ぽ

を対象に発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は平成10年 4月 8日 ～ 6月 29日 にかけて実施した。その方法と経過は以下の通りである。

まず道路拡幅部分の調査を先行して行い、重機による表土除去後、地山面で遺構確認を行った。遺構

精査は調査区西側から開始し、終了した個所は順次埋め戻し、現道調査のための付け替え道路を設置し

た。拡幅部分の調査は 6月 1日 に終了し、現道部分の表土除去作業を 6月 2日 より開始し、遺構確認作

業を行った。それらの結果、竪穴住居跡、溝跡、土墳などが検出された。遺構精査に際しては、工事基

準杭睫 5を原点とし、南北軸を座標北に合わせて組んだ直角座標をもとに3m単位のグリットを設定し、

調査の状況に応じて、20分の 1の平面図・断面図を作成した。工事基準杭睫 5の 国家座標はX=―

149275,794 Y=14195,025で ある。また、35mmカ ラースライ ド・白黒および60Hlmのカラー 。白黒写

真による記録も合わせて行った。 6月 29日 にすべての調査を終了した。

B 発見 された遺構 と遺物
今回の調査では堅穴住居跡12軒の他、溝跡 8条、土墳18基が検出された。遺物は土師器を中心に須恵

器や砥石、近世の銭貨などが出土している。

1 堅穴住居跡

【S150住居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]一辺約5.2mの隅丸方形である。

[堆積土]地山粒や黒色シルトブロックを少量含む、自然堆積の暗褐色シルトである。

[床面]中央部は地山ブロックを多く含む黒褐色シルトを貼つて床面とし、周辺部は地山ブロックを多く

含む黒色シルトの掘り方埋土を床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅くしまっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ約20cm程が残存し、やや斜めに立ち上がっている。

[主柱穴]4個あり、全ての柱穴で柱を抜き取つた痕跡が認められた。掘り方は一辺38cm前後の隅丸方形
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で、深さは36～ 38cmである。柱痕跡は直径約 14cmの円形である。柱間寸法は約2.lm前後である。

[カマ ド]北辺の中央部に付設され、その後東辺中央部に移設されている。東辺カマ ド本体は浅黄色粘土

を積み上げて構築されている。側壁の長さは水道管埋設の際に壊されており不明である。煙道は幅48cm、

深さは約22cmで、堆積土は炭や焼土粒を含む、自然堆積の暗褐色シル トや、天丼崩落土である明黄褐色

粘質シル トである。また、北辺カマ ドは煙道のみが残存し、長さ1 31cm、 幅27～ 50cm、 深さ約26cmで、

地山や焼土ブロックを含む、黒褐色やにぶい黄褐色シル トで埋め戻されている。

[周溝]全辺で確認された。幅22～ 37cm、 深さ18～ 24cmで、溝は埋め戻されており、壁側に沿つて壁材

の痕跡と思われる幅 5～ 7 cm、 深さ約 18～ 24cmの黒色シル トの堆積土が認められる。

[貯蔵穴]検出されなかった。

[外周溝]住居跡の北側を囲うように巡つており、住居跡との距離約3.5m、 幅40～ 98cm、 深さ12～42cm

である。黒・黒褐色シル トが堆積している。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器郭・椀・甕、須恵器不が出土している。床面やカマ ド焚日付近から出

土したものには土師器杯(1・ 2)、 甕(8)があり、 1・ 2には器面全体に焼けハジケがみられ、カマ ド内で

二次加熱を受けた状況が伺われる。また、外周溝からは無底式の土師器甑の小破片が出土している。

土師器杯には扁平な丸底のもの(1～ 4・ 10～ 13)と平底のもの(5)があり、前者は外面に段や沈線が付

くものと、付かないものがある。その他に丸底で段を 2段有するものも小破片であるが出土している(7)。

椀は平底で底部から日縁部にかけて内湾して立ち上がっている(6・ 15)。 甕は長胴形を呈するもので頚

部に軽い段を有する(8・ 9)。 器面調整は杯や椀の外面は 1～ 4・ 6・ 7・ 10～ 12が日縁部ヨコナデ、

体郡ヘラケズリで、 1・ 2・ 4・ 6・ 12は更にヘラミガキされている。 5,15はヘラケズリ後、日縁部

を中心にヘラミガキされている。内面はヘラミガキ後、黒色処理されており、13は外面にも黒色処理が

なされている。甕の外面は日縁部ヨコナデの後、胴部はヘラケズリされている。内面は胴部ヘラナデの

後、日縁部ヨコナデである。

須恵器邦は小破片が数片出土したのみであるが、底部から体郡下端にかけて回転ヘラケズリされてい

るものがみられる。

【S16住居跡】

[重複]重複は認められない。

[規模・平面形]一辺約9.6mの隅丸方形を基調とし、南辺中央部で若干の張り出しが認められる。

[堆積土]黒・黒褐色の自然堆積のシルト層等で、第 2層 には灰白色火山灰の堆積が認められる。

[床面]地山ブロックを多く含む黒褐色シルトの掘り方埋土を床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅く

しまっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ24cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]4個あり、全ての柱穴で柱を抜き取った痕跡が認められた。掘り方は長辺約50cm、 短辺35～

40cmの隅丸長方形で、深さは38～ 59cmで ある。柱痕跡は直径12～ 1 8cmの円形である。柱間寸法は6.2m

前後である。
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0                         10cm

第 6図  S i50住居跡および外周溝出土遺物

種 類 出土層位 分類 残存 備   考

土師器 イ 床   面 カマ ド焚口付近

土師器 第 床   面 カマ ド焚口付近

土師器 イ 周溝抜取 4/5

上師器 lT 堆 積 土

土師器 不 堆 積 土

土師器 邦 確 認 面

土師器 必 雅 積 土

土師器 甕 床   面 一部 カマド焚口付近

土師器 嚢 1/6 外周溝 1層 と接台

土師器 イ 外周潜 2層

土師器 芥 外周溝 2層 東狽1

土師器 イ 外周潜2層

土師器 lT 外周溝 2層 西側

須恵器 lT 外周溝2層

土師器 椀 外周潜 1層

[その他の柱穴]南辺の張り出し部分で 1個検出した。掘り方は周溝と接しており、形状は一辺約30cmの

隅丸方形で、深さは約1 0cmと 浅い。柱痕跡は直径約1 2cmの円形である。

[カマド]北辺の中央部に付設され、その後やや東よりに移設されている。新しいカマドの本体はにぶい

黄色粘土によって構築され、幅約70cm、 側壁は長さ約70cmで ある。内側には燃焼室の焼面が残存する。

煙道は先端部に向かって傾斜しており、長さ178cm、 幅37cm前後、深さは先端部で約25cmで ある。堆積

つ
０



土は自然堆積の黒色シル トである。また、古いカマ ドの煙道も先端部に向かって若干傾斜しており、長

さ157cm、 幅35cm前後、深さ約21cmで、堆積土は地山や焼土ブロックを含む、黒・黄褐色シル ト等で埋

め戻されている。

[周溝]全辺で確認された。幅12～ 26cm、 深さ約10～ 1 6cmで、溝は埋め戻されており、壁側に沿って壁

材の痕跡と思われる幅 5～ 14cm、 深さ10～ 14cmの黒色シル トの堆積土が認められる。

[貯蔵穴]北西隅に 1カ所検出した。長径88cm、 短径62cmの楕円形で、深さは約10cmである。

[外周溝(S D10)]住居跡の北側を囲うように巡つており、住居跡との距離約4.5m、 幅50～ 74cm、 深さ

10～ 22cmで ある。暗褐色粘質シル トや黒褐色シル ト等が堆積している。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器不・椀 。高不・甕、須恵器杯 。杯蓋・椀 。甕、砥石が出上しており、

特に床面からは住居廃絶直前の遺物がそのまま残されたような状態で多数出土している。

土師器杯は平底で外面に軽い段が付くもの(18)と 付かないもの(1～ 10)、 丸底で外面に段や稜、沈線が

付くもの(12・ 13・ 16・ 20～ 23)と付かないもの(17・ 19)があり、いずれも体部から日縁部にかけて内湾

して立ち上がっている。椀は平底で林部から口縁部にかけて内湾して立ち上がっている。高イは低い脚

部のみが残存しており、全体の器形は不明である。甕は鉢形を呈するもの(26～ 30)、 長胴形を呈するも

の(31～ 35)、 球胴形を呈するもの(36～ 88)と がある。器面調整は、杯や椀の外面は日縁部ヨコナデ、

体・底部ヘラケズリのものが多く、その後、更にヘラミガキされるものがある(2・ 3・ 5～ 7,9・

10・ 12・ 13・ 15。 17・ 23)。 2・ 5・ 7～ 10。 15・ 17についてはヘラミガキ調整や磨滅により、日縁

部のヨヨナデの有無は不明である。内面はすべてヘラミガキ後、黒色処理されている。高IThは脚部外面

がヘラミガキ、内面はヘラケズリ後、ヘラミガキされており、杯部内面はヘラミガキ後、黒色処理され

ている。甕は日縁部ヨコナデ、胴部は外面ヘラケズリ、内面はヘラナデである。

須恵器蓋は端部が下方に短く折れ曲がるものであり、天丼部はやや高く丸みをもっている。つまみは

リング状である。

〔S114住居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]一辺7.Omの隅丸方形である。南西側は調査区外に延びる。

[堆積土]黒・黒褐色やにぶい黄褐色の自然堆積のシルト層等で、第 2層には灰白色火山灰の堆積が認め

られる。

[床面]暗褐色シルトを含む明褐色粘土の掘り方埋土を床面としている。ほぼ平坦で堅くしまっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ20cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]2ヶ所検出し、どちらにも柱を抜き取つた痕跡が認められた。掘り方は一辺40cm前後の不整形

で、深さは50cm前後である。柱痕跡は直径約10cmの円形である。柱間寸法は約4,lmである。

[カマド]北辺のほぼ中央部に付設されている。カマド本体は地山を高さ1 5cm程削りだして基部とし、そ

の上に白色粘土を積み上げて構築されている。幅は約40cm、 側壁は長さ約65cmで ある。内側には焼室の

焼面が残存する。煙道は長さ145cm、 幅32～ 45cm、 深さ約20cmで、先端部は更に 5 cm程深くなっている。

堆積土は炭や焼土ブロックを多く含む、自然堆積の暗オリーブ褐色シルト等である。
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種  類 出土層位 分類 残存

土師器 芥 床   面 完 形

土師器 イ 床   面

土師器・イ 床   画 完形

土師器・イ 床   面 4/5

土師器 第 床   面 4/5

土師器・杯 床   面 完 形

土師器 イ 床   面

土師器 イ 床   面

上師器 イ 床   面

土師器 必 床   面 4/5

土師器・郎 床   面

土師器 イ 床   面 Ib

土師器 イ 床   面 Ib 完形

土師器 椀 床   面 ■完形

0                         10cm

種  類 出土層位 分類 残存 種  類

土師器 椀 床   面 ■完形 土師器 イ 監積± 3層 土師器 甕 床   面

土師器・イ カマ ド底面 土師器 イ 陸積■ 3層 1/4 土師器 甕 マ ド底面 一部

土師器 不 唯積± 3層 土師器 邦 陸積± 3層 土師器 甕 陸積± 3層

土師器 不 堆積上 3層 土師器 高不 離積■ 3層 一部 土師器 甕 監積■ 3層 一部

土師器 イ 確 認 面 須恵器 蓋 床   面 ■冗形 上師器 甕 床   面 ■完所

土師器 lTN 唯積± 3層 土師器 甕 床   面 3/4 土師器 甕 床   面
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種 類 出土層位 分類 残存 価   考

土師器 喪 カマ ド側壁 右側壁補強

土師器 甕 床   面 1/2 器台 ?に 転用

±1市器 甍 カマ ド底面 一部

上師器 甕 床   面 1/2 器台 ?に 転用

土師器 霞 床   面 器台 ?に 転用

土師器 要 床   面

第10図  S16住 居跡出土遺物 (3)

[周清]調査範囲内の全辺で確認された。幅15～ 29cm、 深さ約 1 2cmで、溝は埋め戻されており、壁側に

沿って壁材の痕跡と思われる幅約 7 cm、 深さ約 1 2cmの暗褐色シル トの堆積土が認められる。カマ ド下に

ついても地山削り出しの側壁基部の外側から溝の掘り込みがなされ、同様に埋め戻されている。

[貯蔵穴]検出されなかった。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器杯・椀・甕が出土している。図示したものは床面やその直上、またカ

マド燃焼部底面から出土したもので、甕の底部にはすべて木葉痕が認められる。

土師器杯は丸底、椀は平底で底部から口縁部にかけて内湾して立ち上がっている(1～ 4)。 甕は鉢形を

呈するもの(5)と 、長胴形を呈するもの(6・ 7)がある。後者には大小あり、どちらも胴部と口縁部との

境に明瞭な段や稜は持たない。胴部の張りは大形のものは弱く円筒形に近い形のもの(6)で、小形のもの

は胴部中央にやや張りを有するものである(7)。 器面調整は、郭 。椀の外面はヘラケズリで、 1・ 4の 日

縁部にはヨヨナデの痕跡も認められる。また、 1～ 3は 日縁部を中心に更にヘラミガキされている。内

面はすべてヘラミガキ後、黒色処理されている。甕は日縁部ヨコナデ、胴部は外面ヘラケズリ、内面は

ヘラナデである。また、底部にはすべて木葉痕が認められる。
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土   色 土   色 土 性 傭

黒 25Y2/1 シリレト 自然流入土」 黒褐 25Y3/2 ン,レ ト [カ マド内狛積土]炭多含

灰黄 25Y7/2 [自 然流入土]灰 白色火山灰 暗オリーブ褐 25Y3/3 ン,レ ト 「煙道内堆績土

ン,レ ト 自然流入土]地山粒少量含 浅黄橙 10YR3/4 ン,レ ト 陵道内推積上]浅黄後色シルト 暗オリーブ褐色ンルト含

にぶい黄褐 10YR4/3 [自 然流入土]焼土 炭粒少量含 暗オリープ褐 25Y3/( ンルト [煙道内珀横土 地山粒 炭少量含
にぶい黄褐 10YR4/3 シ,レ ト [自然流入土]地山粒少量含 ン,レ ト 「煙道内堆嶺土 焼土 地山ブロック多含
膳褐 10YR3/3 ン,レ ト [壁材痕跡]地山粒含 暗オリーブ掲 25Y3/( ン,レ ト [煙道内堆穣土 炭多含

黒褐 10YR2/2 ンルト 周濤理上」地山プロック多含 浅黄橙 10YR8/4 ン,レ ト [煙道内堆積土

浅黄橙 iOYR3/4 シ,レト [カマド内堆積土]下面赤変下天丼崩落土 明褐 75WRS/8 燒土 掘り方理上1暗褐ンル ト含

にぶい黄褐 10YRク 3 ン,レ ト [カマド内輩積土]焼土 黒褐 10YR2/2 ン,レ ト [周濡埋土]地山粒多含

第12図  S l14住居跡

【S115住居跡】

[重複]外周溝がS116と重複し、これよりも古い。また、本住居跡は一度建て替えられており、東辺を

除く3辺の壁が60～80cm程拡張されている。以下、改築前のものをS115a、 改築後のものをS115

bとする。

(S115a)

[規模 。平面形]南北約 5,lm、 東西約 5。7mの隅丸方形である。

[床面]地山ブロックを多く含む黒色シル トの掘 り方埋土を床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅くし

まっている。
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種  類 出土層位 分 類 残存 種  類 出土層位 分類 残存

土師器 」T 床   面 土師器 甕 床  面 4/5

土師器 芥 床面直上 土師器 甕 床  面

土師器 杯 床面直上 上師器 甕
'マ

ド底面

土師器 椀 床面直上 土師器 甕
'マ

ド底面 一部 第13図  S114住居跡出土遺物

[壁]東辺で高さ1 0cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]S115bの 柱穴に壊されており、残存していない。

[カマ ド]焼け面のみが残存する北辺の中央部と、煙道が残存する北辺やや東よりの 2ヶ所が検出された。

両者の新旧関係は不明であり、カマド本体は残存していない。煙道は長さ約 135cm、 幅約30cm、 深さは

8～ 1 8cmで、先端に向かって次第に浅くなっており、先端部は直径25cm程 の円形のピット状を呈し、煙

道底面よりも12cm程深くなっている。地山ブロックを含む暗褐色シル トで埋め戻されている。

[周溝]全辺で確認された。幅23～ 30cm、 深さは15cm程 で、溝は埋め戻されており、東辺では壁側に沿
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S116

第14図  SH5・ 16 住居跡
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って壁材の痕跡と思われる幅 6～ 8 cm、 深さ1 5cm前後の黒色シル トの堆積土が認められる。その他の部

分は拡張の際、抜き取られたと考えられ、同様の痕跡は認められなかった。

[貯蔵穴]焼け面東脇に lヶ所検出した。直径約70cm前後、深さ約35cmのやや不整円形である。地山や

焼土ブロックを多く含む暗褐色シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]出土していない。

(S115b)

[規模・平面形]一辺約6.4mの隅丸方形である。

[堆積土]黒褐色の自然堆積のシル ト層である。

[床面]中央部はS115aと 同一の床面を使用しており、拡張部分は地山ブロックを多く含む黒褐色シル

トの掘り方埋土や地山を床面としている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ12cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]4個 あり、全ての柱穴で柱を抜き取った痕跡が認められた。掘り方は一辺約25～ 50cmの隅丸

方形で、深さは38～ 52cmである。柱痕跡は直径約15cmの円形である。柱間寸法は約3.2mで ある。

[カマド]東辺のやや北よりに付設され、その後、北辺のほぼ中央部に移設されている。北辺カマド本体

は幅約45cm、 側壁は長さ約70cmで 内側には燃焼室の焼面が残存する。煙道は長さ約 138cm、 幅約40cm、

深さ1 8cm程で、先端部は更に 8 cm程深くなっている。堆積土は焼土や地山粒を含む、自然堆積の黒褐色

シル トである。

[周溝]全辺で確認された。幅23～ 34cm、 深さは1 5cm程で、溝は埋め戻されており、壁側に沿つて壁材

の痕跡と思われる幅 6～ 8 cm、 深さ15cm前後の黒色シル トの堆積土が認められる。

[貯蔵穴]検出されなかった。

[外延溝]北西隅から住居外へ延びる溝跡で、外周溝に接続している。幅38～ 54cm、 深さ約30cmで 断面

「U」 字状を呈する。底面は住居外へ緩やかに傾斜しており、住居跡との接続部分では天丼が残存してい

る。

[外周溝(S D19)]住居跡の北側を囲うように巡つており、住居跡との距離は 3m前後で、幅34～ 68cm、

深さは最も深い部分で約56cmである。地山粒を多く含む黒褐色シル トが堆積している。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器ITh・ 椀 。甕・短頸壺、須恵器甕が出土している。

床面やカマ ド側壁からは土師器甕が出土しており(5～ 10)、 旧煙道埋土や主柱穴抜き取り穴からもほ

ぼ完形に近い状態で土師器杯が出土している(1・ 2)。 カマド側壁に使用された甕には胴部外面に煤が付

着しており、住居拡張前に使用されていたものが拡張の際に転用されたものと考えられる。

土師器邦は底部が平底に近い扁平な丸底で、底部から口縁部にかけて内湾して立ち上がっており、林

部外面に段が付くもの(3・ 13)と付かないもの(1・ 2・ 16～ 18)があるも椀は平底で体部から日縁部に

かけて内湾して立ち上がっている(4)。 甕は長胴形を呈しており、 9を除き、胴部の張りが弱く円筒形に

近い形のものである。 9は胴部上半に張りを有する。また、 6・ 14以外には頚部に明瞭な段が付く。短

頸壺は肩部に張りを有し、底部には低い高台がつくが、底部が高台下端より下方にやや張り出している。

器面調整は、杯や椀の外面は 1・ 4がヘラケズリ後、日縁部を中心にヘラミガキ、 2,3・ 13・ 16～ 18
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種  類 出土層位 分類 残存 備  考

土師器 '第 旧煙道埋土

土師器 ,邦 柱六抜取

土師器 不 推績± 2層

土師器 椀 掘り方理土 拡張後

土師器 甕 床   面

土師器 甕 床  面

土師器 甕 カマド側壁 旧煙道、外延清と接台

土師器 甕 カマ ド側壁 床面と接合

26

第15図  S l15住居跡出土遺物 (1)



0                        10Cm
種  類 出土層位 分類 残 存 備   考

土師器 甕 カマ ド側壁 床面と接合

土師器 雲 カマ ド側壁

土師器 要 堆積± 2層

土師器  盟 堆積上 2層

第16図  S l15住居跡出土遺物 (2)

はヨコナデ後、ヘラケズリで、 3・ 18は更にヘラミガキされている。内面はすべてヘラミガキ後、黒色

処理されている。甕は回縁部ヨヨナデで、胴部は外面がヘラケズリされており、 6,11・ 15にはハケメ、

10。 14にはヘラミガキの痕跡も認められる。内面は 5。 6・ 10。 11がハケメ、 7～ 9。 12・ 14。 15・

20～ 23がヘラナデである。また、底面には木葉痕が認められる。

須恵器甕は確認面から小破片が数片出土したのみである。

【S116住居跡】

[重複]S115の外周溝と重複し、これより新しい。また、本住居跡は北辺・西辺を拡張するかたちで一

度建て替えられており、改修前をS116a、 改修後をS116bとする。

(S116a)
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種  類 出土層位 分類 残存

土師器 第 監 積 土

土師器 甕 堆 積 土

土師器 甕 lI積 上

0                       1 ocm

第17図  S115住居跡外延構出土遺物

[規模・平面形]一辺4.lmの 隅丸方形と考えられるが、南半部分は調査区外である。

[床面]地山ブロックを多く含む黒褐色シル トの掘り方埋土を床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅く

しまっている。

[壁]残存していない。

[主柱穴]2個検出した。掘り方は直経約30cmの 隅丸方形で、深さは約35cmで ある。柱痕跡は長辺 1 5cm、

短辺 1 0cmの隅丸方形である。柱間寸法は約1.8mで ある。

[カマ ド・貯蔵穴]検出されなかった。

[周溝]調査範囲内の全辺で確認された。幅20cm前後、深さ6～ 1 lcmで、溝は埋め戻されている。

[出土遺物]出上していない。

(S116b〉

[規模 。平面形]一辺4,9mの隅丸方形と考えられるが、南半部分は調査区外である。

[堆積土]黒褐色シル トの自然堆積層の上に、人為的埋土と考えられる地山や焼土ブロックや炭化材等を

多く含む黒褐色シル トが認められる。

[床面]拡張部以外は 116aと 同一の床面を使用しており、拡張部分は大きめの地山ブロックを多く含む

黒褐色シル トを埋め戻して床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅くしまっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ15cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]2個検出した。掘り方は一辺約30cmの 隅丸方形で、深さは約30cmで ある。柱痕跡は長径 1 5cm、
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種 類 田土層位 分 類 残 存 種  類 分類 残々

土師器 必 監 積 土 土師器 蓑 堆 積 土 IBも

土師器 挙 路 積 土 1/2 土師器 褒 堆 積 土 IBb 1/2

土師器 イ 路 穣 土 土師器 雲 雅 積 土

土師器 蔓 堆 機 上 土師器 甕 堆 積 土

第18図  S115住居跡外周溝出土遺物
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回:巳

0                       10cm

種  類 出土層位

手趣土器 確 認 画 須恵器・畜 確 認 画 4/5

須恵器 イ 4rH± 1層 紡 鍾 車 日周滞抜取

須恵器・イ 監積± 1層 薩  石 佐積± 1層

須恵土 蓋 陸積■ 1層 ≒完形

第19図 S116住居跡出土遺物

短径 1 0cmの楕円形である。柱間寸法は約2.3mである。

[カマド・貯蔵六]検出されなかった。

[周溝]北東隅で一度途切れるものの、調査範囲内の全辺で確認された。幅16～ 30cm、 深さ1 5cm前後で、

溝は埋め戻されており、部分的にではあるが、壁側に沿って壁材の痕跡と思われる幅 5～ 12cm、 深さ12

～15cmの黒褐色の堆積土が認められる。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器郷・甕、手捏土器、須恵器杯・蓋・甕、紡錘車、砥石が出土している。

土師器は殆ど小破片のため図示できたものは 1の手捏土器のみである。器面調整は外面がヨコナデ後、

ヘラミガキ、内面はヘラナデである。

須恵器不は 2・ 3と もに底部ヘラ切り無調整のものである。 4の邦蓋は端部が下方に短く折れ曲がる

ものであり、天丼部はやや高く丸みをもっている。つまみは欠損している。 5の壼蓋は平らな天丼部か

ら口縁部が下方に折れ曲がっている。つまみは扁平な宝珠形である。

【S155住居跡】

南西部分は調査区外であり、その他についても攪乱や削平により、主柱穴と南東隅や西辺の周溝等の

一部が残存するのみである。
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[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]一辺約6.3mの隅丸方形と考えられる。

[堆積土]黒褐色の自然堆積のシル ト層である。

[床面]地山ブロックを多く含む黒褐色シル トを埋め戻して床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅くし

まっている。

[主柱穴]3個検出した。全ての柱穴で柱を抜き取った痕跡が認められた。掘り方は長径約40cm、 短径約

30cmの楕円形で、深さは60cmである。柱痕跡は直径14cmの円形である。柱間寸法は3.5m前後である。

[カマド・貯蔵穴]検出されなかった。

[周溝]南東隅では一度掘り直しがなされており、古い方の周溝は幅約35cm、 深さ約 8 cmで ある。この溝

は埋め戻されており、壁側に沿って壁材を抜き取つた痕跡と思われる幅約25cm、 深さ約 8 cmの地山ブロ

ックを含む黒褐色の堆積土が認められ、この部分も周濤改修の際に埋め戻されている。新しい方の周溝

は幅30～ 44cm、 深さ約 1 0cmである。溝は埋め戻されており、壁側に沿って壁材を抜き取つた痕跡と思わ

れる幅10～ 24cm、 深さ約1 0cmの黒褐色の堆積土が認められる。

[その他の溝]南東部の主柱穴から東辺にほぼ直角に延びる溝跡を 1条検出した。幅約25cm、 深さ約10

cmである。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器郷・甕が少量出土したのみで図示できるものはない。

【S121住居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]一辺約6.Omの隅丸方形である。

[堆積土]黒褐色の自然堆積のシル ト層等で、第 2層には灰白色火山灰の堆積が認められる。

[床面]地山ブロックを多く含む黒褐色シル トを埋め戻して床面としている。ほぼ平坦で中央部は堅くし

まっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ20cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]4個 あり、全ての柱穴で柱を抜き取つた痕跡が認められた。掘り方は一辺約35cmの隅丸方形で、

深さは42～ 52cmである。柱痕跡は直径15cmの円形である。柱間寸法は東西約3.3mで ある。

[カマド]北辺のほぼ中央部に付設されている。カマド本林は地山を削り出してつくられており、幅約40

cm、 側壁は長さ57cmで ある。内側には燃焼室の焼面が残存する。煙道は削平により長さ約30cmが残存す

るのみである。幅は約40cm、 深さ約1 5cmである。

[周溝]全辺で確認された。幅18～ 38cm、 深さ6～20cmで、溝は埋め戻されており、壁側に沿つて壁材

の痕跡と思われる幅 5～ 1 0cm、 深さ 5～20cmの黒褐色の堆積土が認められる。

[貯蔵穴]検出されなかった。

[外延溝]カマ ドの東脇からカマド前を通り、北西隅から住居外へ延びる溝跡である。外周溝に接続する

と考えられる。幅12～ 62cm、 深さ 7～27cmで断面「U」 字状を呈し、底面が住居外へ傾斜している。住

居跡出日付近には砂が堆積しており、出日はトンネル状になっている。

[外周溝(S D22)]住 居跡の北側を囲うように巡つており、住居跡との距離は約3.5mで、幅60～ 70cm、

|



深さ10～ 1 6cmである。黒褐色シル トが堆積している。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器杯 。椀・甕、須恵器甕が出土している。

図示した土師器甕は床面や住居内の外延溝底面、またカマド燃焼部底面から出土したもので、鉢形を

呈するもの(1・ 4)、 長胴形を呈するもの(2・ 3)、 球胴形を呈するもの(5)とがある。長胴形を呈する

ものには胴部と口縁部の境に段を有し、胴部上半に張りを持つもの(2)と 、明瞭な段は持たず、胴部の張

りが弱く円筒形に近い形のもの(3)と がある。また、 1は頚部から口縁部にかけて段が 3段付く。器面調

整は、日縁郡ヨコナデで、胴郡は外面がヘラケズリ、内面はヘラナデである。また、 1の内面には黒色

処理がなされている。

種  類 世土層位 分類 残存 備  考

土師器 甕 床   面

土師器 甕 外延溝底面 倒立して出土

土師器 霊 床   画 器台 ?に 転用

土師器 甕 カマ ド底面 とBt

土師器 甕 Ⅲ延溝堆積■ 一部 カマ ド前

36
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土   色 土 性 備 考

黒褐10YR2/2 ン,レ ト [カ マド・煙道内堆積土]焼土 炭化物 地山粒多含
黒褐 10YR3/1 [カマド・煙道内堆積土]炭化物 地山粒含
黄褐 10YR5/6 [カ マ ド 煙道内堆積土]地 山含

暗赤褐 25Y黒 3/3 絡土賃シルト [カマド・煙道内堆積土]焼土大ブロック多量含 炭化物含
灰褐 7 5YR5/2 粘土質ンルト カマド 姫遭内雅権と]白色お■大プロック 娩土ブロック 地山ブロック 炭化物含

褐灰 75YR4/1 ン,レ ト [カ マ ド 煙道内堆積土〕炭化物多 地山粒含

灰黄褐 10YR4/2 [カ マド・煙道内堆積土]焼土 炭化物 灰含
8 にぷい黄褐 10VR4/3 粘土賃ンルト [掘 り方埋土〕地山ブロツク多含

S155柱穴断面図

0       1      2m

土   色 土 桂 備

責褐 10YR5/6 [自 然流入土]

黒褐 10YR2/1 [自 然流入土]

3 黒褐 10YR2/1 ン,レ ト [周溝埋土]地山粒多量含

黒褐 10YR2/1 ン,レ ト [掘り方埋土]地山粒含

柱抜取り穴堆積土

柱穴埋土

第23図  S 126・ 55f■居跡

須恵器甕は堆積土中より、小破片が数片出土したのみである。

【S126住居跡】

削平のためカマドとその煙道部のみが残存しており、南半は調査区外である。カマド本体はにぶい黄

褐色粘上によって構築されており、煙道は長さ1 78cm、 幅約40cm、 深さ約 8 cmである。堆積土は炭や焼

土ブロックを多く含む、自然堆積の黒褐色シルトや黄褐色粘質シルトの天丼崩落土等である。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器杯・甕が出上している。図示できるものはない。

【S i35住居跡】

[重複]S D34と 重複し、これより古い。

[規模 。平面形]東西約2.3m、 南北約2.5mの 隅丸方形である。

[堆積土]黒褐色や灰黄褐色シルトの自然堆積層である。

[床面]地山ブロックを多く含む黒褐色シルトの掘り方埋土を床面としており、ほぼ平坦で中央部は堅く

しまっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ10cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴 。周溝]検出されなかった。

[カマド]西辺のやや南よりに付設されている。本体は白色粘土を積み上げて構築されており、幅20cm、
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第24図 追構配置図 (5)
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引  I   卜

¨
1 黒褐色10YR3/2ン ルト
2 にない黄褐色10YR4/3ン ルト 地山粒含
& にぷい黄褐色10YR4/8シ ルト 地山プロック多量合

E414

|

４

１
１
１

Ｅ

1 にぷい黄褐色10YR4/3ン ルト 地山プロック少五
2 にぷい黄褐色10YR4/3ン ルト 炭化材多量、脅片、焼土含

1 黒褐色10YR2/2シ ルト
2 にぶい黄福色10YR4/3シ ルト 地山プロック少含
& 黒褐色10YR2/1粘 上質ンルト
4 褐色7 5YR4/3ン ルト 焼土粒、炭化物、地山粒少含
i 褐色■5YR4/4ン ルト 多量の炭化材、骨片、焼土プロック含

S363

1 黒褐色25γ 3/2シル ト 地山プロック多量含
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6:柱穴埋土
7:住居掘方埋主

◎

1:柱抜取り穴堆積土
2:柱痕跡

3・ 4:柱穴埋土
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土 性 備 考

灰白 5Y7/1 [自然流入土]灰 白色火山灰

にぷい黄褐 10YR5/3 ン,レ ト [自然流入J地 山粒少量含
ン,レ ト [カマ ト内堆積■a焼土粒少畳含

暗赤褐 5YR3/2 [煙道内堆積上〕焼土 炭化物粒多含
褐 75YR4/3 ンルト賞お土 [煙道内堆積土]焼土 炭 地山粒含

ンルト質お土

褐 7 5YR4/3 ン,レ ト [自然流入■l地山粒少量 北壁のみ含
8 オリープ褐 25Y4/3 ンルト質粘■ [周溝埋」  地山粒含
9 黒褐 25Y3/2 [掘 り方理■l地山プロックと混合層
にぷい黄褐 ltlYR4/3 ンルト賞粘土 EPIthき取り穴]
黒福 25Y3/2 ン,レ ト tht掘 り方埋」  地山プロック含
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第 25図  Si35・ 36 住居跡
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種  類 出土層位 分類 残 存 備   考

土師器 甕 床   面 ■完形

土師器 イ 床面直上 ■完形 S136 ヘラ書 「×」

第26図  S i35・ 36住居跡出土遺物

側壁は長さ43cmで ある。内側には燃焼室の焼面が残存する。煙道は検出されなかった。

[貯蔵穴]カマド南脇で lヶ 所検出された。長径約64cm、 短径約40cm、 深さ約22cmの不整精円形である。

地山ブロックを多く含む黒褐色粘質シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]床面などから非ロクロ調整の土師器甕が 3個体出土しているが全体の器形を知り得るものは、

図示した 1点のみである。球胴形を呈しており、胴部と口縁部との境に明瞭な段を有する。器面調整は

口縁部ヨコナデで、胴部は外面がヘラケズリ、内面はヘラナデである。

【S136住居跡】

[重複]S D32、 S K28と重複し、これより古い。

[規模・平面形]一辺6.Omの隅丸方形と考えられるが、南辺は攪乱溝によりこわされている。

[堆積土]第 1層が灰白色火山灰、第 2層がにぶい黄褐色シル トの自然堆積層である。

[床面]地山ブロックを多く含む黒褐色シル トを埋め戻して床面としており、ほぼ平坦で中央部は堅くし

まっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ1 0cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]4個 あり、掘り方は長辺約35cm、 短辺約25cmの 隅丸長方形で、深さは約80cmで ある。柱痕跡

は直径 1 5cmの隅丸方形である。柱間寸法は約4.4mである。

[カマド]西辺のやや南よりに付設されている。カマ ド本体は攪乱によって壊されており残存しない。煙

道は長さ154cm、 幅35cm前後、深さは約 7 cmで、地山や焼土粒を含む黒褐色や褐色のシル ト質粘土が堆

積している。

[周溝]所々途切れるものの、南辺を除く全辺で確認された。幅 5～ 13cm、 深さ 5 cm前後で、地山粒を含

むオリーブ褐色シル ト質粘土が堆積している。

[貯蔵穴]検出されなかった。

[外周溝(S D34)]住居跡の北側を巡つており、住居跡との距離は約 4m前後で、幅32～ 64cm、 深さ115

～28cmで ある。黒褐色やにぶい黄褐色シル トが堆積している。
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第27図 遺構配置図 (6)
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鯵
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1:柱抜取り穴路償士
2:柱痕跡
3:柱穴埋土
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ト

賜
土 色 土 性 備 考

褐 75YR4/3 ン,レ ト カマド・煙道内堆積土]焼土粒 炭粒多量含
にぶい黄褐 10YR4/3 シ,レ ト

黒褐 10YR3/2 シ,レ ト カマド・煙道内堆積土]焼土 炭 地山粒 焼肇片少量含
にぶい赤褐 5YR4/3 シルト 天上崩落土]焼土 炭 地山粒 焼壁片多量含
褐 7 5YR4/4 粘質シル ト

黒褐 10YR2/1 シルト カマド・煙道内堆積土]地山粒少量含

褐 7 5Yttγ 3 シルト 天上崩落土]焼土 炭 地山粒 焼壁片多量含
灰黄褐 10YR4/2 シルト カマ ド・煙道内堆積土]地山プロック含

灰黄褐 10YR4/3 粘質シル ト [カマド 煙道内堆積土]焼土 炭粒含
にぶい黄褐 10YR4/3 括質ンル ト カマド・煙遭内堆積土]焼土 木炭多量含
にぶい黄褐 75YR4/8 粘質ンル ト カマ ド 煙道内雄積土]焼土 炭粒含
にぶい黄褐 5YR5/4 粘質ンル ト tカマド・煙道内堆積土]灰 炭粒含
黒 10YR2/ユ

黄褐 10YR7/6 粘質ンル ト [掘 り方埋土]黒褐シル ト多量含

第28図 Si57住居跡
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[その他の溝跡]北辺ほぼ中央部付近から、住居内にほぼ直角に延びる溝跡を 1条検出した。長さ約90cm、

幅15cm前後、深さは 5～ 9 cmである。同様の溝跡は南側にも認められる。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器郷 。甕が出土しているが、全体の器形を知り得るものは、図示したITh

l点のみである。底部が丸底で、日縁部と林部との境に軽い稜を有 し、日縁部が内湾するものである。

器面調整は外面がヘラケズリ後、ヘラミガキ、内面はヘラミガキ後、黒色処理されている。

【S157住居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]東西約4.2m、 南北約4.Omの 隅丸方形である。

[堆積土]黒褐色シル トやにぶい黄褐色粘質シル トの自然堆積層である。

[床面]西側の一部を除き、削平により失われている。地山ブロックを多く含む黒褐色シルトの掘り方埋

土を床面としている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ13cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]4個 あり、全ての柱穴で柱を抜き取つた痕跡が認められた。掘り方は長辺34cm、 短辺28cmの

隅丸方形や、直径約35cmの円形等で、深さは61～ 66cmで ある。柱痕跡は直径約1 8cmの 円形である。柱

問寸法は2.5m前後である。

[カマ ド]北辺のほぼ中央部に付設されている。カマド側壁はにぶい黄褐色粘質シル トにより構築されて

いるが、その大部分は削平により失われている。煙道は長さ175cm、 幅20～ 50cmで、先端に向かつて傾

斜しており、先端郡は長辺24cm、 短辺20cm、 深さ45cmの 隅丸方形を呈するピット状になっている。堆積

土は地山や焼土粒を含む黒・黒褐色シル ト等の自然堆積層である。

[周溝]全辺で確認された。幅 10～ 25cm、 深さ1 7cmで、溝は埋め戻されており、壁側に沿つて壁材の痕

跡と思われる幅 6～ 9 cm、 深さ 4 cm程の黒褐色の堆積土が認められる。

[貯蔵穴]カ マ ド前で 1カ所検出された。直径約73cm、 深さ約32cmの 円形である。地山ブロックを多く

含む黒色シル トで人為的に埋め戻されている。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器杯 。椀 。甕が少量出土したのみで図示できるものはない。床面からは

木葉痕を残す土師器甕の底部のみの破片が出土している。

【S140住居跡】

本住居跡は一度建て替えられており、北辺を除く3辺の壁が拡張されている。拡張幅は東・西辺で約

70cm、 南辺は削平により拡張後の壁や周溝が失われており不明である。以下、改築前のものをS140a、

改築後のものをS140bとする。

[重複]重複は認められない。

(S140a)

[規模 。平面形]南北約8.2m、 東西約8.6mの隅丸方形である。

[床面]地山ブロックを多く含むにぶい黄褐色シル トの掘り方埋土を床面としているが、北東隅を除き、

大部分が削平により失われている。

[主柱穴]4個 あり、全ての柱穴で柱を抜き取った痕跡が認められた。掘り方は長径44cm、 短径34cmの
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精円形や、一辺約40cmの隅丸方形で、深さは51～ 66cmで ある。柱痕跡は直径約 15～ 1 8cmの円形である。

柱間寸法は4.4～4.8mである。

[カマ ド]攪乱溝により壊されており、煙道のみが残存する北辺の中央部と、カマ ド側壁や煙道の極一部

が残存する北辺やや西よりの 2ヶ所が検出された。両者の新旧関係は不明である。また、床面や貼り床

等が残存していないことから、どちらかが S140bの時期のものである可能性も残している。中央部の

煙道は長さ160cm程度と推定され、幅約35cm、 深さは22cmで、先端部は直径48cm程の円形のピット状を

呈している。炭や焼土、地山ブロック等を含む黒褐色シル トで埋め戻されている。

[周溝]全辺で確認された。幅22cm前後、深さは20cm程で、溝は埋め戻されており、一部には壁に沿っ

て壁材や、あるいはそれを抜き取つた痕跡と思われる幅 5～ 16cm、 深さ1 0cm前後の黒褐色シル トの堆積

上が認められる。

[貯蔵穴]検出されなかった。

(S 140b〉

[規模 。平面形]東西約10.Omの 隅丸方形と考えられる。南北の長さは不明である。

[堆積土]自然堆積の暗褐色シル トである。

[床面]S140aと 同一の床面を使用しており、拡張部分は地山ブロックを多く含む暗褐色シル トの掘り

方埋土を床面としている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ24cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]4個 あり、全ての柱穴で柱を抜き取った痕跡が認められた。掘 り方は長辺約40cm、 短辺約30

cmの隅丸長方形や、直径約40cmの不整円形で、深さは北東隅の柱穴で74cmで ある。柱痕跡は直径約 1 8cm

の円形である。柱間寸法は東西が北側約6,2m、 南側約6.4m、 南北が西側約6,7m、 東側約7.Omで ある。

[カマ ド]耳ヒ辺のやや東よりに付設されている。カマド本体は明黄褐色の粘土で構築されており、幅約50

cm、 側壁は長さ72cmである。内側には燃焼室の焼面が残存する。煙道は長さ196cm、 幅30cm前後、深さ

30cm程である。堆積土は焼土や地山粒を含む、自然堆積の黒・黒褐色シル ト等である。

[周溝]南辺を除く全辺で確認された。幅 12～ 40cm、 深さは1 5cm程で、堆積土は地山ブロックを含む、

しまりのない暗褐色シル トである。

[貯蔵穴]カマド東脇に lヶ所検出した。長径約90cm、 短径約70cm、 深さ約15cmの不整楕円形である。

[出土遺物]非ロクロ調整の上師器杯・椀・会、須恵器邦・蓋・稜椀・鉢、紡錘車、砥石が出土している。

特に床面が残存する住居北東隅からはS16と 同様、住居廃絶直前の遺物がそのまま残されたような状

態で多数出土している。この中で 11・ 13の土師器甕はS16の ものと同様、胴部下半を欠き、日縁部を

上にした状態で出土している。また、 16についても14の土師器甕に潰されるような状態で出土し、胴部

下半を欠く。

土師器杯には平底で称部外面に軽い段が付くもの(5)と付かないもの(1～ 3)、 丸底で体郡外面に段や

稜、沈線が付くもの(4・ 6・ 7)があり、 7を除き、体郡から日縁部にかけて内湾して立ち上がっている。

椀は平底で林部から口縁部にかけて内湾して立ち上がっている。甕は鉢形を呈するもの (18)、 長胴形を

呈するもの(11～ 13)、 球胴形を呈するもの(14～ 17)とがある。器面調整は、杯や椀の外面は 1～ 3が
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2 暗褐色10YR3/3ン ルト
3 黒褐色10YR2/2ン ルト
4 黒色10YR17/1ンルト
5 黒色10YRI″ Iンルト 地山プロック多量含

S489

1 暗褐色10YR3/3ン ルト 黒褐色シルト、焼土、白粘土プロック多量台
と にぶい資褐色10YR4/3ン ルト 焼土、自粘土プロック含
& 明黄褐色10YR6/6粘 土質シルト 焼土粒含
4 にぷい褐色75Y5/4粘土質ンルト 焼粘土 白粘土プロック含
& 灰白色5Y7/1粘土 (カマト貼床)
d にぶい黄褐色10YR4/3粘 上質ンルト 焼主粒、木炭粒、地山粒含
7 明黄褐色10YR7/6粘 土質ンルト 黒褐色シルト含
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|● 土   色 土 性 備 考

暗褐 10YR3ん ン,レト 「自然流入土]焼■粒 地山粒 多台
にぶい粛褐 10YR5/8 粘土 [天丼崩落上]白色粘土 焼■プロック含
黒褐10YR2/3 シルト [煙適内壕積tl焼土 炭粒 少台
暗褐 10YR3/4 ンルト 「煙遭内堆繕■l

暗褐 10YR3/4 シルト 陸道内堆積■l焼土粒 炭粒 地山粒多含
6 黒10YR17/1 ン,レ ト 陸道内堆積土]

7 黒褐 10YR3/2 ン,レ ト [煙道内雅績上]焼上粒少含

硬 道内雄積土]焼土粒多含
明黄褐 10YRC/6 粘土 [抜き取り]

黒褐 10YR2/2 ンルト [抜き取り]焼上粒 炭粒 地山粒歩台

[周溝埋土]尿少含 地山粒多含

Hx 上   色 特

暗褐 10VR3/8 シルト [自 然流入■l

2 暗褐 iOYR3/3 ンルト [自然流入土〕地山粒多含

3 暗褐 10YR3/3 ンルト [抜き取り]地山プロック多含

[旧周房埋上]地山プロック多含
にぶい黄褐 10YR4/ ンルト [掘り方埋』  地山プロック多台

第30図 Si40 住居跡
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第31図 S140住居跡出土遺物 (1)

苧

種  類 出土層位 分類 残存 備考

土師器 然 床   面

土師器 イ 床   面 完形 �14の 中から出土

土師器 イ 床   面 4/5

土師器 イ カマ ド底面 完 形 ヘラ書

土師器 イ 床   面 ユ/2

土師器 イ 床   面 Ib 1/5

上師器 イ 柱六抜取

土師器 椀 床   面 1/2

須恵器 稜械 貯歳穴堆積土 一部

須恵器 蓋 堆 積 土

土師器・甕 貯蔵穴底面 1/つ 器台 ?に 転用

土師器・蜜 柱六抜取

13 土師器・甕 床   面 1/2 器台 ?に 転用
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種 類 出土層位 分類 残存

土師器 甕 床   面

土師器 甕 床   面
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第32図 S140住居跡出土遺物 (2)
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第33図  S i40住居跡出土遺物 (3)
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体・底郡ヘラケズリ後、ヘラミガキ、 4～ 8は日縁部ヨコナデ、体・底部ヘラケズリである。内面はす

べてヘラミガキ後、黒色処理されている。甕は日縁部ヨコナデ、胴部は外面をヘラケズリされており、

Hにはヘラミガキ、13にはハケメの痕跡も認められる。内面はヘラナデである。

須恵器杯は小破片のため図示できるものはない。杯蓋は端部が下方に短く折れ曲がるものであり、天

井部は扁平である。つまみは欠損している(10)。 鉢は体部は丸みをもって立ち上がり、頚部が括れて短

く外反するものである。日径と体部の最大径はほぼ同一で、日縁端部は若干下方に引き下げられており、

日縁帯をつくり出している。器面調整は外面に平行のタタキメ、内面は円弧状のオサエメが認められ、

その後体部上半から口縁部にかけてはロクロナデによりそれらの痕跡が消されている。

2 溝跡
溝跡は住居外周溝を除き、 8条検出されたが、この中で出土遺物や重複関係から年代の把握がある程

度可能なものや、溝跡の性格が推定されるものについては以下のようなものがある。

【SDl溝跡】

北西から南東に傾斜し、やや北側に膨らみながら延びる溝跡である。長さは約10,Omで、南西側は調

査区外に延びている。上幅40～ 60cm、 下幅20～ 30cm、 深さ約20cmで ある。地山や焼土粒を多く含む暗

オリーブ褐色砂質シルトで人為的に埋め戻されている。遺物は出土していない。

【SD3溝跡】

北東から南西に傾斜し、やや蛇行しながら延びる溝跡である。長さは約5.5mで、南西側は調査区外に

延びている。削平により残存状況が悪く直接の関係は不明であるが、S150外周溝と堆積土は近似して

おり、位置や方向からS150の外延溝の可能性も考えられる。上幅約30cm、 下幅約 1 5cm、 深さ15cmで

ある。堆積土は焼土や地山粒を少量含む自然堆積の黒褐色砂質シルトである。遺物は出上していない。

【S D12溝跡】

SD13と重複し、これより古い。北東から南西に傾斜する溝跡である。長さは約3.Omで、南西側は調

査区外に延びている。上幅150cm前後、下幅30～ 80cm、 深さ約30cmで ある。堆積土は自然堆積の黒褐色

シルトやにぶい黄褐色シルト質粘上である。

遺物は非ロクロ調整の土師器杯・甕が少量出土しているが図示できたものは、杯 1点のみである。平

底で底部から口縁部にかけて内湾して立ち上がっており、器面調整は外面がヘラケズリ、内面はヘラミ

ガキ後、黒色処理されている。

【S D13溝跡】

北東から南西に傾斜し、蛇行しながら延びる溝跡である。長さは約8.Omで、南西側は調査区外に延び

ている。上幅70～ 150cm、 下幅40～ 100cm、 深さ約25cmで ある。堆積土は地山ブロックを含む自然堆積

の暗褐色シルトや灰黄褐色粘質シルト等である。

遺物は非ロクロ調整の土師器杯・甕が少量出土しているが図示できたものは、杯 2点のみである。底

部が平底に近い扁平な丸底で、底部から日縁部にかけて内湾して立ち上がっており、外面に稜が付くも

の(2)と、付かないものがある(3)。 器面調整は、外面が底部ヘラケズリで、日縁部は 2はヨコナデ、 3
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種  類 出土層位 分類 残存 備   考

土師器 杯 堆 積 土 S D12

土師器 郭 堆 積 土

3 土師器 イ 唯 積 主

第34図  S D12・ 13出土遺物

はヘラミガキである。内面はヘラミガキ後、黒色処理されている。

【S D32溝 i亦】

S136や SS K29。 37と重複し、 S136よ り新しく、 S K29・ 37よ り古い。北東から南西方向に延

び、その後ほぼ直角に折れ曲がって北西に延びる溝跡である。長さは約16.Omで北東側は調査区外に延

びている。傾斜は殆どない。上幅35～ 80cm、 下幅20～ 35cm、 深さ1 0cm前後である。堆積土は自然堆積

の黒色粘質シルトや灰白色火山灰ブロック等を含む暗灰黄色シルトである。遺物は非ロクロ調整の土師

器杯・甕が少量出土したのみで図示できるものはない。

3 土境
土墳18基検出されたが、これらの中には底面や側壁に焼け面を有するものが6基ある。また、出土遺

物から年代の把握がある程度可能なものは 7基あり、中でもSK7・ 8は底面直上から土師器杯・甕を

中心に、遺物が数多く出土している。遺物の残存状況は1/2前後のものが多く、破損した土器を廃棄した

土墳と考えられる。以下ではこれら13基について説明する。

【SK7上壊】
S K20と重複し、これより古い。長軸3.5m、 短軸2.8m、 深さ1 0cm前後の不整形の土墳である。底面

は比較的平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土は自然堆積の灰褐色や黒褐色シルト等である。

遺物は非ロクロ調整の土師器邦・椀・鉢・甕、須恵器杯・甕が数多く出土している。

土師器tTNには底部が平底のもの(1～ 3)と扁平な丸底のもの(5～ 10)とがあり、丸底のものには体部外

面に段や稜がつくもの(6～ 10)と、付かないもの(5)がある。鉢は体部は丸みをもって立ち上がり、日縁

部が直立するものである(12)。 器面調整は、郷の外面は 5を除き日縁部ヨコナデ、体・底部ヘラケズリ

で、 1は更に日縁部を中心にヘラミガキされている。 5は外面ヘラケズリ後、日縁部を中心にヘラミガ

キされている。内面はすべてヘラミガキ後、黒色処理されている。鉢の外面は日縁部ヨコナデ、体部は

ヘラケズリである。内面は林部ヘラナデの後、日縁部ヨコナデである。

須恵器杯は底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリされている。

【SK8土境】

SK7に近接する、長径4,3m、 短径1,3m、 深さ1 0cm前後の精円形の土墳である。底面は比較的平坦



騎 土   色 土  性 備 考

灰褐 75YR4/2 シジレト 遺物多量含

灰 焼土層

黒褐 25Y3/1 地山多量含

黄褐 25Y5/3 ンルト質粘土 焼土 灰 本炭 含 地山プロック多量含

黒褐 25WR3/ユ シ,レ ト 黄自色粘土プロック含

灰褐 7 5Ч R守2 地山多重含

7 にぶい黄 25Y6/4 ンルト質粘士 黒褐シル ト多量含
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土   色 土  性 備 考

灰黄褐 10YR4/2 ン,レ ト 黄褐色地山ブロック少量含

砂質ンルト 砂 地山ブロック多量含

上   色 土 性 備 考

黒褐色 7 5YR3/1 ンフレト

黒色 75YR17/1

No 土   色 土 性 備 考

にぶい黄褐 10VR4/3 ン,レ ト 地山 木炭少量含
にぶい 費橙 10YR6/3 砂質シル ト

暗灰黄 25ЧR5/2 地山粒 炭粒多含

上   色 土  性 備 考

黒褐 10VR3/2 ン,レ ト 底面に炭薄く堆積

土   色 土 性 備

黒褐 iOYR3/3

黒掲 10YR2/3 ン,レ ト 焼土 ”灰 多量含

炭の層

土   色 土 性 備 考

暗褐 10ЧR3/3 焼土 炭 土器 多量含
土   色 土 性 備 考

黒褐 10YR2/3 焼土 地山粒多含

暗褐 10YR3/3 シ,レ ト 焼■ 炭 地山プロック多含
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ケ類 完存 備  考 種  類 出上層位 分類 残存 備  考 種  類 出土層位 分類 残存

上師器 イ 堆 積 土 土師器 然 堆積土 土師器 イ 堆 積 土

土師器 イ 堆 積 土 土師器  7TN 雅積土 土師器 邦 推 積 土

土師器 IT 堆 積 土 上師器 イ 堆積土 Ib 須恵器 イ 堆 積 土

土師器 芥 堆 積 土 上官市器  然 睦積土 土師器 鉢 推 積 土

第36図  SK7・ 8土墳出土遺物

で、壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土は SK7と 同様であり、 SK7・ 8は同時に掘られたもの

か、あるいは本来は 1つの上墳であった可能性が高いと考えられる。

遺物は非ロクロ調整の土師器杯・甕が出上しているが、図示できたものは、tTh l点のみである。平底

で底部から口縁部にかけて内湾するもので、器面調整は外面が日縁部ヨコナデの後、体・底部ヘラケズ

リされている。内面はヘラミガキ後、黒色処理されている。

【S K20」J虜】

SK7と重複し、これより新しい。長軸約1.4m、 短軸約1.lm、 深さ1 5cal程 の不整形の上墳である。

底面にはやや凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土は自然堆積の灰黄褐色シルトやオリ

ーブ褐色砂質シルトである。遺物は非ロクロ調整の上師器甕が少量出土している。

【S K52土現髯】

長辺1.2m以上、短辺約0.7mの 隅丸長方形を呈すると考えられる土墳である。深さは約 1 0cmで、堆積

土は自然堆積の黒褐色シルトであり、底面には炭が薄く堆積する。壁はやや急に立ち上がっており、熱

を受けて赤変し硬化している。特に東辺の硬化が著しい。底面は平坦で東辺付近が若干赤変している。

遺物は出土していない。

IS K54土境】

長辺1.Om、 短辺約0.8mの 隅丸長方形の上墳である。深さは約1 0cmで、堆積土は自然堆積の黒褐色シ

ルトであり、底面には炭が厚く堆積している。壁は急に立ち上がっており、東・南辺は熱を受けて赤変

し硬化している。底面は平坦で赤変や硬化は認められない。遺物は出土していない。
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【S K58土現髯】

長辺 1。 6m、 短辺約0,8mの隅丸長方形の土墳である。深さは約30cmで、堆積土は自然堆積の黒褐色シ

ルトであり、底面には炭が薄く堆積する。壁は急に立ち上がっており、北辺以外は熱を受けて赤変し硬

化している。特に南辺の硬化が著しい。底面は平坦で赤変や硬化は認められない。遺物は出土していな

ヤゝ。

【S K27土墳】

長辺約0,8m、 短辺約0.5mのほぼ隅丸長方形を基調とする土墳で、北辺はやや丸みを帯びている。深

さは1 3cm程で、堆積土は自然堆積の黒褐色シルトであり、底面には焼土ブロックを含む炭が 1～ 8 cmの

厚さで堆積している。壁は急に立ち上がっており、底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。

【S K29土境】

S D32と重複し、これより新しい、長辺約1.lm、 短辺約0,8mの 隅丸長方形の土墳である。深さは12

cm程で、堆積土は自然堆積のにぶい黄褐色シルトで底面付近には炭・焼土ブロックが多く含まれている。

壁は緩やかに立ち上がっており、底面は平坦で熱を受けて赤変し硬化している。遺物は土師器甕の小破

片や小動物の微細な骨片が出土している。

【S K31土壊】

S K30と重複し、これより古い、長径約1,Om、 短径約0.5mの精円形の上墳である。深さは 8 cm程で、

堆積土は自然堆積の褐色シルトで底面付近には炭・焼土ブロックが多く含まれている。壁は緩やかに立

ち上がっており、底面は平坦で熱を受けて赤変し硬化している。遺物は小動物の微細な骨片が出土して

いる。

【S K37土墳】

S K29や S D32と重複し、これより新しい、直径約0.4mの 円形の土墳である。深さは20cm程で、地

山ブロックを多く含む、にぶい黄褐色シルトで人為的に埋め戻されている。遺物は近世の銭貨が出土し

ている。

【S K41上境】

直径約2.5mの 円形ないしは楕円形と考えられる土墳で、北半は調査区外である。深さは37cm程で、堆

積土は自然堆積の暗・黒褐色シルトで、地山や炭・焼土粒を含む。底面はほぼ平坦で、壁は部分的にオ

ーバーハングして立ち上がっている。遺物は非ロクロ調整の土師器杯・甕が少量出土している。

【S K42■】廣】

長径約2.6m、 短径約2.2mの精円形の土墳である。深さは 5 cm程で、堆積土は自然堆積の暗・黒褐色

シルトで、炭や焼土、地山粒を多く含む。壁は緩やかに立ち上がっており、底面はほぼ平坦である。

遺物は非ロクロ調整の土師器邦・椀・甕、須恵器邦蓋・甕が出土している。

土師器イには平底で底部から口縁部にかけて内湾して立ち上がるもの(1)、 底部が平底に近い扁平な丸

底で、体部外面に段を有し、日縁部が内湾するもの(2)がある。甕は鉢型を呈するもの(4)と、球胴形を

呈すると考えられるもの(3)がある。器面調整は、杯の外面は日縁部ヨコナデ、底部ヘラケズリである。

甕は日縁部ヨコナデ、胴郡は外面が 3は磨滅により不明、 4はハケメ後、ヘラケズリである。内面はヘ
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0                       文Ocm

種  類 出土層位 分類 残存

土師器・杯 堆積± 1層

土師器 イ 底面直上 1/2

土師器 甕 底面直上 ―部

上師器 甕 底面直上

第37図  S K42土境出土遺物

ラナデである。

【S K43■】廣】

直径約2.8mの 円形ないしは精円形と考えられる土墳で、北半は攪乱により壊されている。深さは12cm

程で、堆積土は自然堆積の暗褐色シルトで、炭や焼土粒を多く含む。壁は緩やかに立ち上がっており、

底面はほぼ平坦である。遺物は非ロクロ調整の上師器杯 。甕が少量出上している。

その他の出土遺物 :S155を壊す近代の道路側溝と考えられる溝跡から灰釉陶器の段皿が出土してい

る。

0           5 cm

第12ト レンチ撹乱溝

第38図  その他の出土遺物 (灰釉陶器)

C 考察

1 出土遺物について

今回出土した遺物には、土師器杯 。高杯 。椀・短頚壷 。鉢・甕・甑、須恵器郷・蓋・稜椀・短頚壷・

鉢・甕、紡錘車、砥石、灰釉陶器、銭貨などがある。出土遺物の中で主体を占めるものは土師器で、全

体の 9割以上を占め、他は各々極少量である。図示したものは140点あり、住居跡に伴うものや特徴的

な遺物を除き、日径等、法量がある程度正確に把握できるものを対象に図示した。

以下では各住居跡での遺物の出土状況から住居の廃絶状況を整理し、次に土器類の分類・組み合わせ

を考察して、土器の編年的位置づけを試みることとする。
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①各住居跡毎の遺物出土状況

今回調査された竪穴住居跡は12軒あり、それらの住居廃絶時の上器残存状況をみると、次のような 3

つに分けることができる。

I:床面に遺物が完形やほぼそれに近いかたちで多数残されている住居跡。

Ⅱ :床面に遺物は残されているものの数個体にとどまる住居跡。

Ⅲ :床面に遺物は残されていないか、あるいは床面やカマ ド底面から破片のみが出土する住居跡。

Iは住居廃絶まで使用されていた遺物がそのまま残されたと考えられる住居跡、Ⅱは住居廃絶まで使

用されていた遺物はいくつか残されているが、多くは持ち出されたと考えられ、組成上の欠落がみられ

る住居跡、Ⅲは住居廃絶まで使用されていた土器類はすべて持ち出されたと考えられる住居跡で、床面

から小破片で出土したものは破損などにより住居機能途中に使用されなくなった遺物が、住居外に廃棄

されず住居廃絶時まで残ったと考えられるものである。 Iは S16・ 40、 Ⅱは S114・ 15・ 21・ 35。

36、 Ⅲは S116・ 50が各々該当する(註 1)。 尚、その他の住居跡については S126は煙道部分のみの調

査であり、 S155・ 57は床面の大部分が削平により失われていることから、これらの状況は不明である。

註 1:S115は 住居に伴う遺物は比較的多いものの、カマド側壁に転用されたものや、住居拡張時の掘り方や旧煙道を埋め戻す

際に一緒に廃棄されたものが多く、住居廃絶時まで使用されている遺物は少ないことからⅡに含めた。

②土器の分類

出土遺物の内、出土量が多く分類が可能なものは土師器郭・甕のみであり、以下ではこれら2つにつ

いて、形態面を中心に検討を加え分類を行うこととする。その他については主なものの特徴を述べるに

留める。

《土師器》 すべて製作に際しロクロを使用しないものである。

【杯】

図示したものは66点有り、底部形態によりI類 :丸底、Ⅱ類 :平底とに大別され、 I類は口縁・体部

形態によって更に細分される。

I類 :丸底で、

a類 体部に段や沈線、稜が付かず、内湾するもの。(18点 )

b類 体部外面に段や沈線、稜を有し、日縁部が内湾するもの。(24点 )

c類 体部外面に段を有し、日縁部が直線的に外傾するもの。(2点 )

Ⅱ類 :平底で

a類 体部に段や沈線、稜が付かず、内湾するもの。(20点 )

b類 体部外面に軽い段を有し、日縁部が内湾するもの。(2点 )

[器面調整]基本的に外面は日縁郡ヨコナデ、休・底部ヘラケズリで、 Ia・ Ib・ Ⅱa類には最終調整

にヘラミガキが施されるものと施されないものが各々ある。内面はヘラミガキ後、黒色処理されている。
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【甕】

図示したものは49点有る。胴部形態によって、 I類 :長胴形(30点 )、 Ⅱ類 :球胴形(10点 )、 Ⅲ類 :鉢

形(9点 )と に大別される。 I・ Ⅱ類は法量によって、大形のものと、小形のものとに分けられるが、大形

品が多く、小形のものは I類が 5点、Ⅱ類が 2点のみである。また、器形により、以下のように細分さ

れる。

I類 :胴郡形態によりA～ C類にわけられる。

A類 :胴部上半に張りを有し砲弾形を呈するものである。頚部はやや長く直立気味となり、日縁部

は外反する。日縁端部は面取りや上端を引き出すことによって、平坦に仕上げられている。頚部には段

が付くものと付かないものとがあり、段が付くものについても、胴部のヘラケズリ調整が頚部まで及ぶ

ことにより、部分的に段が消失しているものが多い。(4点 )

B類 :胴部の張りが弱く、円筒形を呈するものである。日縁・頚部形態によって更に a・ b類に細

分される。

a類 :口縁・頚部の形態がA類とほぼ同様のものである。(3点 )

b類 :頚部が短く「く」の字に屈曲し、日縁部が外反または直線的に外傾する。日縁端部は丸く

仕上げられているものと、面取りされ方形に仕上げられているものがあり、後者については、 IA類 と

比較して、面取りはやや不明瞭で隅丸方形に近いものである。また、頚部には他と同様、段が付くもの

と付かないものとがあるが、後者については IA・ ⅡBa類 と比べて段は明瞭である。(17点 )

C類 :胴郡中央に張りを有するもので 1点出土している(第 16図 9)。 日縁・頚部の形態は IBb類

と同様である。

Ⅱ類 :日縁部の径が胴部径よりも、A類 :小さいもの(8点 )と、 B類 :大きいもの(1点 )とがあり、A

類には小形のものもみられる(第 10図 36)。 日縁・頚部の形態は小形品を除き、A類は IA類と、 B類は

IBb類 とそれぞれほぼ同様の形態を呈している。

[器面調整]基本的に口縁部ヨコナデ、胴部は外面ヘラケズリ、内面ヘラナデであるが IA類を除き、ヘ

ラケズリの前段階に施されたハケメ調整が胴部内外面に認められるもの(第 15図 6、 第16図 10。 11、 第

17図 15、 第31図 13、 第32図 14)も 少量認められる。また、 IB類 の胴部外面にはヘラケズリ後、ヘラミ

ガキが施されるものもある(第 16図 10、 第 17図 14、 第31図 11)。 底郡はⅢ類の一部と IBb類 に木葉痕

が認められ、その他はヘラケズリやナデ調整されている。

【椀】

6点図示した。平底で底郡から内湾して立ち上がっており、日縁端部は内湾するもの(第 6図 15、 第 8

図14、 第 13図 4、 第 15図 4)とやや外傾するもの(第 8図 15、 第31図 8)とがある。調整は外面が日縁部

ヨコナデ、体・底郡ヘラケズリで、最終調整にヘラミガキが施されるものも 3点ある。内面はヘラミガ

キ後、黒色処理されている。

【鉢】

1点図示した。平底で、底部から体部下半にかけて直線的に外傾して立ち上がっており、林部上半で

内湾し、日縁部は直立している。調整は日縁部ヨコナデ、林郡は外面ヘラケズリで、内面はヘラナデで
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ある。底部外面はナデ調整されている (第 36図 12)。

【短頚壷】

1点図示した。肩部に張りを有し、底部には低い高台が付くが、底部が高台下端より下方にやや張り

出している。外面と頚部内面はヘラミガキ調整がなされている。その後、内面は黒色処理されており、

外面上半まで黒色処理が及んでいる (第 18図 19)。

【甑】

無定式の小破片がS150外周溝から1片出土したのみで図示できるものはない。調整等は磨滅により

不明である。この他に明確に甑と断定できるものはなく、 S16な ど土器を多量に残す住居跡からも出

上していない。

【手捏土器】

1点図示した。平底で、底部から日縁部にかけて直線的に外傾して立ち上がっている。調整は外面ヨ

コナデ後、ヘラミガキ、内面はヘラナデである(第 19図 1)。

《須恵器》

【杯】

4点図示した。底部から体郡下端にかけて回転ヘラケズリ調整されるもの(第 6図 14、 第36図 11)と、

底部ヘラ切り後、無調整のもの(第 19図 2。 3)がある。

【杯蓋】

3点図示した。すべて端部が下方に短く折れ由がるものであり、天丼部はやや高く丸みをもつもの(第

8図 25、 第19図 4)と、扁平なもの(第 31図 10)がある。第 8図 25にはリング状のつまみが付く。

【壺蓋】

1点図示した。平らな天丼部から日縁部が下方に折れ曲がっており、つまみは扁平な宝珠形である(第

19優]5)。

【鉢】

1点図示した。体部は丸みをもって立ち上がり、頚部が括れて短く外反するものである。日径と体部

の最大径はほぼ同一で、日縁端郡は若千下方に引き下げられており、日縁帯をつくり出している。器面

調整は外面に平行の夕タキメ、内面は円弧状のオサエメが認められ、その後体部上半から日縁部にかけ

てはロクロナデによりそれらの痕跡が消されている(第 33図 19)。

③土器の組み合わせと年代

土師器杯・甕は前項のように分類され、それらは各住居毎に第 1表のような共伴関係が認められた。

遺物が比較的まとまって出土しているのはS16。 14。 15・ 21・ 40・ 50であり、これらの住居に伴う

遺物について土師器郷・甕の組み合わせを検討し、土器の編年的位置について考察する。
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遺  構 lTN I a JTN I b イ I イⅡa 不 Il b

OX 0× 0 0

0× ● ●

0

OO

表 1

●住居に伴うと考えられるもので廃絶時まで使用されたもの

O住居に伴うと考えられるもので、機能中に転用または廃棄されたもの
×流入土中から破片で出土し、住居に伴うものか不明のもの

( )は遺構に伴わない可能性のあるもの。

《土師器邦・弩の組み合わせと編年的位置》

杯ではS16に おいて Iaolb・ Ⅱa・ Ⅱb類が共伴しており、 Ic類 を除く邦類のすべての共伴

関係が成立する。尚、 Ic類 は流入土出土の破片のみであり、遺構に伴うと考えられるものは出土して

いない。甕はS16・ 21・ 40において IA・ ⅡA・ Ⅲ類が共伴しており、 この他にS16で は I Ba類、

S121・ 40では I Bb類がそれぞれ伴出していることから甕類についても出土量の少ないⅡB類を除き、

共伴関係を確認することができる。このように、郭・甕類の殆どの供伴関係が成立するものと考えられ、

今回出土した土器については、概ね一つの土器群として捉えることが可能と考えられる。

これらの土器の特徴は志波姫町糠塚遺跡第 1群土器(小井川。手塚:1978)、 志波姫町御駒堂遺跡第22号

住居跡(小井川・小サII:1982)な ど、東北地方南部の土器編年の国分寺下層式(氏家:1957)に 比定される土器

群に類例が求められ、本遺跡出上の上器についても全体として国分寺下層式の範疇に含まれる土器群で

あるとすることができよう。

但し、上記のS16・ 21・ 40以外の住居跡に注目すれば、これら3つの住居跡とその他の住居跡との

間に若干の差異が認められる。つまり、平底の郭Ⅱ類や胴部が砲弾形を呈する甕 IA類はS16・ 40や

S121(甕 IA類のみ出土)以外の住居跡には伴出していない。各住居跡の流入土出上のものを含めても、

その他でこれらが出土するのはS150流入土出土の小破片の他、 S16。 40に近接するSK7,8・ 42

や SD12のみである(註 1)。 こうした状況は住居跡における杯Ⅱ類や甕 IA類の有無が単なる欠落ではな

く、これらが上記の住居跡においてのみ使用されていた可能性を示唆するものと考えられる。以上のよ

うな検討から、本遺跡出土土器は全体としては概ね各分類毎の共伴関係が把握できるものの、住居跡間

ではlTN Ⅱ類・甕 IA類が共伴し、これらが主体をなすグループ(S16・ 21・ 40)と、それを含まないグ

ループ(S114。 15。 50)に細分される可能性を有していると言えよう。
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両グループの住居跡間の重複関係は認められないが、 S16・ 40住居内においては郭Ⅱ類や甕 IA類

は住居廃絶時まで使用されていた遺物としてのみ確認できるもので、住居使用途中にカマ ド内に残され

たものや、カマド側壁や器台に転用されたもの、あるいは掘り方埋土出土といった、それらよりも時間

的にやや古い出土状況を示すものには認められない。したがって、住居機能期間とういう短い時間幅で、

土器形式も国分寺下層式の範疇に収まるものであるものの、上記のような出土状況から、郭は I類(丸底)

からⅡ類(平底 )、 甕は IB類 (円筒形)か ら IA類 (砲弾形)へ という本遺跡内における土器変化の傾向を窺

い知ることができる。

註 1:S150流入土中からはFTh H a類の小破片が 2片出土しているが、これらはS150に伴うものかどうかは不明である。SI

6などで使用されたものが流入した可能性もあるものと考えられる。

《S16住 居跡出土土器について》

前項では住居跡出土土器全体の編年的位置について述べたが、ここでは各住居跡の中でも住居跡全体

が調査され、床面等に多量の遺物が残されていたS16の 土器に注目し、国分寺下層式期における位置

づけを検討してみたい。

【S16出 土土器の特徴】

住居に伴うと考えられる遺物は、床面やカマ ド燃焼部底面から出土した土師器イ14点、椀 2点、甕 10

点、須恵器蓋 1点と、カマ ド焚き日の側壁補強に使われた土師器甕 1点(第 9図 33)、 床面直上層から完

形に近い状態で出土した土師器杯 2点(17,18)、 甕 1点 (29)で ある。これらの杯類は完形や、それに近

い状態のものが殆どであり、住居廃絶直前まで使われていたものがそのまま残されたような状態で出土

している。

土師器杯は平底であるⅡ類が主体を占め、Ⅱa類 10点、Ⅱb類 1点を数える。丸底である I類は Ia

類 1点、 Ib類 3点 と少量で Ib類 3点の内 2点は体部外面に稜が付くもの、 1点は弱い沈線が 2条巡

るものである。甕は IA類 2点、 IBa類 3点、Ⅱ類 3点(内 ⅡA類 2点 )、 Ⅲ類 4点である。これらの内、

I類は IA類が住居廃絶時まで使用されたもの、 IBa類 は住居機能途中にカマ ド側壁や器台などに転

用されたものという分別が可能である。

【年代について】

国分寺下層式は氏家和典氏によって設定され(氏家:1957)、 その後、後続する対馬式が国分寺下層式に

包括されるものであるという見解が示されている(桑原:1976、 小井川。高橋:1977)。 該期の土器の類例と

しては、前述の志波姫町糠塚遺跡第 1群土器(小井川・手塚:1978)や 同御駒堂遺跡第22号住居跡出土土器

(小井川。小サ
「
|:1982)の他、田尻町天狗堂遺跡第 19号住居跡出土土器(佐藤・手塚:1978)、 同金鋳神遺跡第

17号住居跡出土土器(小村田:1992)、 若柳町有賀峰遺跡第 1号住居跡出土土器(熊谷:1980)な どがある。ま

た、名取市清水遺跡では同式に属する第58号住居跡出土土器を対馬遺跡出土土器●日藤 。伊藤:1955)と と

もに、杯による相違点から糠塚遺跡第 1群土器のものより新しく位置づけており(丹羽:1981)、 その理由

は杯体部外面の段や沈線の消失、平底杯の増加という点に集約されている。

S16出 土の土師器杯をこれらと比較した場合、丸底と平底の杯 I・ Ⅱ類が共伴するなど糠塚遺跡第



1群土器と同様の共伴関係を示すものの、本土器群において I類やⅡb類は少なく、平底で体部外面に

段や沈線が付かない邦Ⅱa類の組成に占める割合は圧倒的である。こうした特徴は有賀峰遺跡第 1号住

居跡出土土器とほぼ同様であり、杯が体部外面に段や沈線が付かないもののみで構成され国分寺下層式

の中でも終末段階とされる名取市清水遺跡第58号住居跡や迫町対馬遺跡第 4号住居跡出土土器にむしろ

近い傾向を示している。したがって不類でみた場合、 S16出 土土器は国分寺下層式の中でも相対的に

やや新しい特徴を有する土器群として位置づけられるものと考えられる。

次に土師器甕をみてみると、甕による編年的位置付けは現在のところ明確になっていないが、砲弾形

を呈し、ロクロ不使用の長胴甕は県北地域では御駒堂遺跡第 6号住居跡などにおいて 7世紀末～ 8世紀

初頭頃には出現している。但し、これらとS16出 土の甕とでは日縁端部の形状等に違いが認められ、

むしろ甕 IA類の胴部形態や日縁端部のつくり出しはロクロ使用・不使用の違いはあるものの、 8世紀

末頃とされる築館町伊治城跡第 4号住居跡住居跡(宮多研:1978)や 、それよりも若干新しいとされる同遺

跡第173号住居跡(菊地:1992)出 土のロクロ使用の土師器甕に近似している(註 1)。 本遺跡のものにロクロ

使用のものは含まれていないものの、以上のような杯、甕の検討からS16出 土土器は国分寺下層式の

中でも比較的新しく位置づけられ、年代的には 8世紀後半でも、やや新しい時期のものと考えられるも

のである。

註1:口縁部形態のみをみれば有賀峰遺跡第1号住居跡や大境山第2号住居跡出土のロクロ不使用の上師器甕にも少量認められ

る。

④須恵器のあり方と特徴

本遺跡出土土器では土師器に比して須恵器の比率が極めて低く、組成の中に須恵器が認められる例は

希である。出土土器全体をみても、須恵器は図示した 9点以外は甕の胴部破片を中心に少量出上したの

みであり、集落内において須恵器消費量が僅少であった状況が窺える。

須恵器は杯 。蓋・鉢・甕が出土しているものの、床面など住居跡に確実に伴う状態で出土しているの

は、 S16の 須恵器郭蓋 1点のみである。この蓋はリング状のつまみが付き、端部は下方に短く折れ曲

がっている。イはS150外周溝や S116堆積土、 SK7底 面直上などから出土している。 S150外周溝

や SK7出 土のものは底部から体部下端にかけて回転ヘラケズリ調整されており、 S116堆積土出土の

ものは底部ヘラ切り後、無調整である。

須恵器の出土量が極めて少ないことは前述した通りであり、本遺跡において須恵器が希少な存在であ

つたことは容易に推察できるものである。 S16床 面出土の蓋や S150外周溝出土の杯にしても、類例

を辿れば、色麻町日の出山窯跡群(古川:1994)や 田尻町木戸窯跡群(辻:1984)な ど8世紀前半頃の窯跡を中

心に多くみられるもので、共伴する土師器の年代観と必ずしも合致しない。しかし、 8世紀前半以降に

S16・ 50が構築されたであろうことは言及できても、客体的に極少量共伴するこれらの須恵器により

両住居跡の年代を遡らせて考えることは困難である。この邦 。蓋がいつ集落内に持ち込まれたのかは不

明であるが、その後、集落内に須恵器が供給されることは極めて少なく、破損を免れたものが長期間使

用されたとみるのが妥当と考えられる。
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尚、 S16出 土土器の類例 として挙げた有賀峰遺跡第 1号住居跡、清水遺跡第 58号住居跡、対馬遺跡

第 4号住居跡の各出土土器 についても、須恵器の共伴が僅少であることは共通 した特徴である(註 1)。

註 1:他に本遺跡と比較的近似した状況を示すものに、本遺跡と同じ小山田川沿いの東方約 5k皿にある大境山遺跡(阿部:1983)が

挙げられる。出土土器全体では須恵器は土師器の8分の1程の出土量であり、国分寺下層式期とされる第2号住居跡床面には本遺

跡S16と 同様、土器が多量に残されており、これらをみると土師器邦12点、須恵器郭4点と本遺跡S16程ではないものの土師

器が圧倒的に多い土器組成を示している。

③胴部下半を欠く土師器甕について

住居床面出上の土師器甕には、胴部下半を欠損し日縁部を上にした状態で出上しているものが存在す

る(S1634。 37、 S121-3、 S14011・ 13)。 この内S1634や S1213は カマド側壁脇の床面に

胴部が 3～ 4 cm埋 まった状態で出土しており、生活時の現位置を保った状態で出土している。明確な掘

り方は確認できなかったが、胴部径とほぼ同じ大きさに床面を浅く掘り窪め、安定するような状態で置

かれたものと考えられる。その他はカマド右側の床面上に直に置かれた状態で出土している(註 1)。 また、

この他にS1636は 横倒し、 S140-16は 14の球胴甕に潰され、床面に張り付くような破片の状態で出

土しているものの、土器の残存状況は上記の甕と同様である。

以上のような土師器甕については、何らかの用途に転用されたものと考えられるが現在のところ県内

において類例となるような同時期の資料は報告されておらず、明確な答えを導き出すことはできない。

但し、大形の球胴甕の下敷きとなって出土したS14016の ような状況を考慮すれば、大形の甕を置く

“器台"のような用途に用いられたのではないかと推定されるものであり、今後の資料の増加を待ちたい

(註 2)。

註 1:S16371ま 床面から若千浮いた状態で、S14011は貯蔵穴に落ち込むような状態で出土していることから、これらにつ

いては現位置から若千動いているものと考えられる。

註 2:今年度調査され現在整理中の宮崎町壇の越遺跡においても同様の出土状況を呈する甕があることが調査担当者から教示さ

れた。時期は奈良時代前半頃のもので類例の一つとなる可能性があると考えられる。

2 遺構について

土器の検討により、今回調査された住居跡の内S16・ 14・ 15・ 21,40,50は 奈良時代後半頃のも

のと考えられ、その中のS16に ついては 8世紀後半でも、やや新しい時期に廃絶したと考えられた。

土器様相からみるとS121・ 40も S16と ほぼ同時期の住居跡であり、 S114・ 15・ 50はそれらより

も若干古い時期のものと考えられる。その他のS116・ 35・ 36については出土遺物が乏しいため厳密な

比較は出来ないが、出土遺物に大きな差異は認められず、概ね奈良時代後半頃のものと考えられる。 S

126は煙道部分のみの調査であり、S155,57は床面の大部分が削平により失われていることから、時

期は不明である。
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①大型住居跡について

今回調査されたS16・ 40b住居跡は一辺10m前後の規模の大きなものである。こうした大型住居跡

の類例は古墳時代に多く、古墳時代前期の蔵王町大橋遺跡(太田:1980)や 後期の山元町合戦原遺跡(岩

見:1991)に おいて一辺10m以上の住居跡が確認されている。古代の住居跡としては田尻町新田柵跡推定

地 (三好 :1998)第 201号住居跡(9。lm× 7.Om以上)、 志波姫町糠塚遺跡 (小井川 。手塚 :1978)第 2

号住居跡(8.lm× 8.3m)、 27号住居跡(8.7m× 7.2m)が 比較的大きいものの、 S16・ 40b住居跡は同時

期のものとしては県内でも最大規模のものと言えよう。(註 1)

住居内にはカマ ド・貯蔵穴があり、出土遺物も土器や紡錘車、砥石などがあるのみで、何らかの作業

をする為の工房や倉庫といった特殊な使用目的を持った施設とは考えにくい。また、本遺跡における他

の住居跡の規模は、 S115bの 一辺6.4mが最も大きく、土器様相からほぼ同時期と考えられるS121

は一辺 6.Omで ある。このようにS16・ 40は突出した規模を誇っており、こうした広範囲なスペース

を日常生活に占拠できたのは、集落内のある限られた人々であろうことは少なからず推測されるもので

ある。但し、この 2つの住居跡は約 lkm程離れた場所にあって、土器様相からほぼ同時期に存在してい

たと考えられることから、集落内の首長的な権力者の住居といった性格のものとは考えにくく、今回調

査されなかった集落全答を含めると、他に数軒の大型住居跡の存在が推測されるものである。

註 1:新田柵跡推定地第201号住居跡については確認のみの調査であり、詳細な年代は不明である。しかし、堆積土上位で灰白

色火山灰が堆積しており、住居跡はそれ以前に機能していたとされている。

②集落の構成について

今回確認された住居跡12軒は、距離約1.5kal、 幅約15mの細長い調査区内に 2・ 3軒のまとまりを持

ち、約200m前後の間隔をあけて点在して確認された。住居跡相互の重複関係が認められるものはSI

15と S116、 S135と S136の 2例のみである。これらはS115と S136の各外周溝がそれぞれSI

16。 35と重複するもので、 S115。 35が古く、S116。 36がそれぞれ新しい。したがって、発見され

た住居跡12軒は必ずしも同時期にこれらのすべてが存在したものではない。また、今回の調査は道路の

拡幅工事に伴う調査の為、集落の面的な広がりを把握することは困難である。しかし、 S16・ 21・ 40

bのようにほぼ同時期に存在したと考えられる住居跡も認められることや、上記のような遺構の確認状

況からみて本遺跡はS16。 40bの ような大型住居跡を中心に、数軒ずつの小規模なまとまりを持つ住

居跡群が点在する形で集落が構成されていたことが想定されるものである。
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第Ⅲ章 観音沢遺跡

A 調査に至る経緯と調査の方法
今回の調査は町道経ヶ崎―台町線の改良拡幅工事に伴うものである。工事は平成 8年に計画された。

町道経ヶ崎―台町線は周知の遺跡である観音沢遺跡の範囲内であることから高清水町と宮城県教育庁文

化財保護課とが対応について協議を行い、平成 9年 9月 に遺構の存在の有無や遺跡の広がりを把握する

為、確認調査を行った。

工事計画区域の東端に任意にトレンチを設定し、重機による表土の除去を行った結果、竪穴住居跡の

存在が確認され、周辺の地形などから工事対象範囲の全域について遺構の存在が予想された。そこで、

再度各事業者と取り扱いの協議を行つたが現状保存は難しく、工事に先立ち、現道と拡幅部分合わせて

約830♂を対象に発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は 7月 1日 ～21日 にかけて実施した。その方法と経過は以下の通りである。

調査は迂回道路を設定し、現道および道路拡幅部分を一括して調査した。重機による表上の除去後、

地山面で遺構確認を行い、竪穴住居跡、溝跡、土墳などが検出された。遺構精査に際しては、任意の調

査原点を調査区東端に設け、南北軸を座標北に合わせて組んだ直角座標をもとに3m単位のグリットを

設定し、調査の状況に応 じて、20分 の 1の平面図・断面図を作成した。原点の国家座標はX=―

150554,71l Y=15486.949で ある。また、35mmカ ラースライ ド・白黒および60Hmの カラー・白黒写

真による記録も合わせて行った。 7月 21日 にすべての調査を終了した。

B 発見 された遺構 と遺物
今回の調査では堅穴住居跡 4軒の他、溝跡 1条、土渡 9基が検出された。遺物は土師器を中心に須恵

器や、極少量の縄文土器などが出土している。

1 堅穴住居跡
【S110住居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]一辺8.3mの隅丸方形と考えられるが、南東側は調査区外に延びており、詳細は不明で

ある。

[堆積土]暗・黒褐色の自然堆積のシルト層等で、第 2層には灰白色火山灰の堆積が認められる。

[床面]暗・黒褐色シルトを含む明黄褐色粘土の掘り方埋土を床面としており、ほぼ平坦で中央部は堅く

しまっている。

[壁]最も残りの良い部分で高さ40cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]2ヶ所検出し、どちらにも柱を抜き取つた痕跡が認められた。掘り方は一辺40cm前後の不整形

で、深さは35cm。 90cmとばらつきがある。柱痕跡は直径約1 8cmの 円形である。柱間寸法は約5.2mであ

る。
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土   色 土 性 備 土   色 土  性 備 考

黒褐 10YR2/2 ンルト [自 然流入土]

灰白色火山灰層 自然流入土] 暗褐 10YR3/3 〔主柱穴柱痕跡]地山粒含

黒褐 OYR2/3 自然流入土]地山粒少量含 明黄褐 10YR6/8 粘土 [主柱六埋 暗褐ンル ト少量含

暗褐 OYR3/3 シ,レ ト 自然流入土]地山粒含 明黄褐 10YR6/8 粘土 [掘 り方埋 暗掲 黒褐シルト少量含
暗褐 ン,レ ト 抜き取り]地山ブロック含 暗褐 10YR3/3 ンルト [掘 り方埋 黒褐シルト地山ブロック

暗褐 OYR3/3 [周溝埋土]地山ブロック多量含 灰黄 25Y7/つ 粘土 [天丼崩落 黄褐色粘土含

黒褐 OYR2/2 シルト [壁材痕跡 ] 暗褐 10YR3/3 [カマド内堆積土]焼土粒 地山粒多量含
暗褐 [周溝埋土]地山プロック多量含 灰黄 25Y6/2 粘土質シル ト カマド内堆積土]焼土粒 暗褐シルト粒含

土   色 土  性 備 考 土   色 備 考

黒褐 10YR2/2 ン,レ ト マド内堆積士 擁土粒 貴褐シルトブロック含 黒褐 75WR3/2 カマ ド内堆積土]焼上 炭粒 多少含

黒褐 10YR2/2 マド内を縦土 ljt土粒 責褐ンルトブロック含 黄褐 10YR5/6 カマド内堆積土]黒褐ンルト粒含

灰黄 25Y6/2 粘土質シル ト カマド内堆積士 暗褐シルトブロック含 黒褐 10YR2/2 ンルト カマド内雅積土]焼土粒少量含

黒褐 10YR2/2 ン,レ ト カマト内堆積土 携土粒 黄褐シルト粒多量含 灰黄 25Y6/2 粘土質ンル ト カマド内堆積土]焼土粒少量含

黒褐 10YR2/2 カマド内推積■〕黄褐シルトブロック 多量含 黒掲 10YR2/2 シ,レ ト カマド内雅積土

灰黄 25Y6/2 粘土質ンル ト カマト内堆損土]☆協ンルト 擁上がブロック班状に混る 灰黄 25Y6/2 粘土質シル ト カマド内堆積土]焼土粒少量含

褐灰 75Y4/ユ ンルト [カマト内雛積上〕焼土粒 黄欄ンルト粒多量含 黒褐 10YR2/2 カマド内堆積土]焼土粒少量含

暗褐 10YR3/3 [カマド内堆積上〕焼上粒 黄褐ンルト粒多星含 黒掲 10YR2/2 ンルト マド内推積土,地山粒多量台 上函焼けている

黒褐 75YR3/2 ン,レ ト [カ マド内雅積土]焼土粒 責褐シルト粒多量合
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[壁柱穴]北西隅の周溝上面で 3個のピットが検出された。掘り方の平面形は一辺20cm前後の隅丸方形を

呈し、深さ14～25cmで ある。柱痕跡は直径 1 0cm前後の円形である。

[その他のピット]壁際からやや張り出すような位置で、打ち込み杭と考えられる痕跡が 7ヶ所検出され

た。0.7～2.3mの間隔で配されており、直径 8 cm前後の円形で、深さは 8～ 17cmである。

[カマド]】ヒ辺のほぼ中央部に付設されており、少しずつ場所をずらしながら3度の移築がなされている。

本体は灰黄色粘土を積み上げて構築されており、幅約60cm、 側壁は長さ65cmで 内側には燃焼室の焼面が

残存する。煙道は幅35～45cmで奥壁に向かつて傾斜しており、深さは30～ 50cmで ある。先端は一辺30

cmの 隅丸方形を呈するピット状となっている。堆積土は地山や焼土粒を含む、自然堆積の暗・黒褐色シ

ル ト等である。また、古い方の煙道は長さ90～ 150cm、 幅30～ 36cm、 深さ約 5～ 28cmである。先端は一

辺20～ 35側の隅丸方形を呈するピット状となっている。堆積土は地山や焼土ブロックを含む黒褐色シル

∈ 禁 /3

咽
~

0                        1 0cm

種  類 出土層位 残存 種  類 出土層位 残存 種  類 H土層位

土師器 邦 床面直上 土師器 甕 床   面 土師器 甕 雲道 D埋土

土師器 イ 床   面 土師器 疑 土師器 鉢 床   面 4/5

土師器 イ 風り方埋土 土師器 褒 カマ ド底面 1/2 土 師 器 監根± 3層 一部 lel手 ?

土師器 椀 璽道 A埋士 一部 土師器 養 カマ ド底面 須恵器 壺 整嶺± 1層 一部
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卜等で人為的に埋め戻されている。

[周溝]調査範囲内の金辺で確認された。幅20～ 30cm、 深さ約 1 5cmで、溝は埋め戻されており、壁側に

沿つて壁材の痕跡と思われる幅 5～ 1 2cm、 深さ約 15cmの黒褐色シル トの堆積土が認められる。また、北

西隅付近では抜き取りの痕跡も認められた。

[貯蔵穴]検出されなかった。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器郷 。椀・鉢・甕・器種不明の把手、須恵器邦蓋・甕・短頚壷、縄文土

器、砥石が出土している。

土師器杯には平底(1)と、丸底のもの(2,3)があり、後者には外面に軽い稜を有するもの(2)、 段を

有するもの(3)と がある。椀は平底で底部から口縁部にかけて内湾して立ち上がっている(4)。 鉢は体部

0                       10cm

種 類 出土層位 残存

土師器・甕 木   面 1/3

土師器 甕 床  面

砥   石

つ
ね
ワ
‘
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下半が内湾、上半は直線的に外傾して立ち上がっている(10)。 甕は鉢形を呈するもの(5。 8・ 9)、 長胴

形を呈するもの(13・ 14)、 球胴形を呈するもの(6)と がある。長胴形を呈するものは胴部と日縁部の境に

段を有し、胴部の張りが弱く円筒形に近い形のものである。器面調整は、イや椀は 1が内外面ヘラミガ

キ後、黒色処理、 2～ 4は外面ヘラケズリ、内面ヘラミガキ後、黒色処理で、 2・ 3の外面には更にヘ

ラミガキがなされている。鉢や甕は日縁部はヨヨナデで、胴部外面は13のみヘラケズリで、他はハケメ

である。 6は磨滅により不明である。内面は 9はハケメ後、ヘラナデ、 10はハケメで、他はヘラナデで

ある。 6の底面には木葉痕が認められる。

須恵器短頚壷は肩部に張りを有するもので、日縁端部は斜めに面取りがなされている(12)。

【S12住 居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模 。平面形]東西5.2m、 南北4.5mの 隅丸長方形である。

[堆積土]にぶい黄褐色シル トを含む明黄褐色シル ト質粘土で人為的に埋め戻されている。

[床面]黒褐色シル トブロック等を含む明黄褐色シル ト質粘土の掘り方埋土を床面としており、南東隅の

床面上には炭化材や焼土が分布している。

[壁]最も残りの良い部分で高さ 5 cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴]検出されなかった。

[カマド]北辺の中央部に付設されており、削平により地山の基部のみが残存する。幅約50cm、 側壁は長

さ約70cmで内側には燃焼室の焼面が残存する。煙道は幅30～40cmで奥壁に向かつて傾斜しており、深さ

は 3～ 15cmである。先端は16× 24cmの隅丸長方形を呈するピット状となっている。堆積土は地山や焼土、

炭化物粒を含む、自然堆積のにぶい黄褐色や黄橙色等のシル ト質粘土である。

[周溝]全辺で確認された。幅12～ 26cm、 深さは 9～20cm程で、溝は埋め戻されており、所々途切れ

るものの壁側に沿って壁材の痕跡と思われる幅 3～ 8 cm、 深さ 6 cm前後の黒色シル トの堆積土が認めら

れる。

[貯蔵穴]カ マ ドの両脇に 2ヶ所検出した。西脇のものは長径80cm、 短径50cm、 ほぼ精円形を呈してお

り、深さは 9 Cm程である。東脇のものは長辺72cm、 短辺34cmの隅丸長方形で、深さは 8 cm程である。

[その他のピット]南辺ほぼ中央部に 2ヶ所検出した(P,1、 P,2)。 ともに長辺約50cm、 短辺約30cmの隅丸

方形で深さは16～21cmである。壁はほぼ直立し、P。との西壁はオーバーハング気味に立ち上がっている。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器姿が少量出土している。

IS 1 8住居跡】

[重複]重複は認められなかった。

[規模・平面形]南東隅が調査区内にかかったもので、規模等は不明である。

[堆積土]黒褐色の自然堆積のシル ト層等で第 2・ 3層 には灰白色火山灰の堆積が認められる。

[床面]黒色シル トを含む黄褐色粘上の掘り方埋土を床面としており、ほぼ平坦で中央部堅くしまってい

る。

０
０
ワ
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土   色 上  性 ■  性 備 考

明黄褐 10YR7/6 ンル ト質粘土 [自 然流入土]地山粒含 灰黄褐 10YR4/つ ン,ン ト [煙道内を積土]地山 焼土 木炭 多量含
黒褐 10YR3/1 ンルト [自然流入土〕地山粒含 にぶい黄褐 10YR5/3 ンル ト質粘上 「煙道内堆積土]地山 焼土 多量含

にぶい黄橙 10YR7/4 [自然流入土]暗褐色ンルト含 にぶい黄橙 10VR6/4 ンル ト質粘土 [煙道内堆積土]地 山粒含

黒褐 10YR6/6 ンルト質粘土 [壁材痕跡]木炭 焼土粒含 灰褐 75Y4/ワ ンル ト質粘上 [煙道内堆積土]焼土 木炭 粒多量含
明費褐 10YR6/6 ンルト質粘土 [周溝埋土]地山 黒褐色シルトブロック含 黒褐 75Y3/1 ンルト質粘土 「煙道内堆積土]焼土 木炭 粒多量含

褐 75YR4/3 [カマド内堆積土〕焼土粒 明黄褐 10YR6/8 ル ト質粘土 [掘り方埋土]黒褐色シルトブロック少量含

にぶい褐 YR5/4 ル ト質粘土 [カ マ ド内堆積土] 明黄褐 10YR6/8 ンル ト質粘土 [掘 り方埋土]地山 黒褐色シルトブElッ ク多量台

第44図  S12住 居跡

[壁]最も残りの良い部分で高さ 8 cm程が残存し、ほぼ直立する。

[主柱穴・カマド・貯蔵穴]検出されなかった。

[周溝]調査範囲内の全辺で確認された。幅約20cm、 深さ6～ 8 cmで、溝は埋め戻されており、壁側に沿

って壁材の痕跡と思われる幅 5～ 8 cm、 深さ 5 cm前後の黒褐色シル トの堆積土が認められる。

[出土遺物]遺物は出土していない
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S18

黒 iOYR2/1

自然流入土]

ン,レ ト 抜き取り]地山粒 多量含
友き取り]地山粒少量含

黒褐 Yミ5/5 シ,レ ト [周浦埋上]地山主体に黒色粒 多量含

土   色 土 性 傭

にぶい黄褐 iOYR4/3 砂質ンルト [自 然流入上]地山粒 木炭粒少最含
ン,レ ト 壁材痕跡]極小地山粒含

にぶい黄褐 10YR5/3 ンル ト質粘土 [周溝埋土]地山粒多量含
こぶい黄橙 10YR6/4 ンル ト質粘土 [貯蔵穴堆積土]暗褐色ンル トと混合

ンルト質粘土 [貯蔵穴堆嶺土]地山粒と混合

明黄褐 10YR6/6 シル ト質粘土 [掘 り方埋土]暗褐色ンルト粒 砂粒含

SDll

SK 3 SK l

Ｌ
卜

易 陛一
生 当

土   色 土  性 考

黒褐 10YR2/2 シ,レ ト 焼土 地山粒 少量含

黒褐 10YR2/2 ンルト 地山粒 多量含

土  色 上 性 備 考

黒褐10YR2/2 ン,レ ト 焼土 炭 地山 細粒少量含
黒褐 iOYR2/3 炭 地山 細粒多量含
暗褐 iOYR3/4 地山 細粒多量含
黒褐ユOYR2/3 ン,レ ト 焼 土 炭 多量含
黒褐 10Ч《2/3 炭粒 地山粒少量含

土   色 土  性 備 考

灰白色火山灰

黒褐 iOYR3/1 地山ブロック含

土 性 備 考 土   色 土 性 編 考

黒褐 10YR2/2 地山粒少量含 黒褐 10YR2/3 シ,レ ト 地山粒 砂 少量含
黒褐 iOYR2/2 シ,レ ト 地山粒多量含 黒褐 10YR2/2 ンルト 地山粒少量含

暗llB 10YR3/3 地山粒多量含 黄褐 10YR5/6 砂質シル ト 黒褐シルト少量含

黄褐 10YR5/6 粘土 黒褐 10YR2/3 ン,レ ト 地山粒 砂 少量含

暗掲 10Yミ 3/3 ンルト 暗褐色ンル ト黒色シルト多量含 黄褐 10YR5/6 粘質シル ト 黒褐ンル ト少量台

暗黎爵10YR3/3 地山粒多量含 黒褐 10YR2/3 地山粒 砂 少量含

浅黄 25Y7/3 粘土 黄褐 10YR5/6 粘質ンル ト 黒褐シルト少量台

黒褐 26Y3/2 ンルト 地山粒多量含 にぶい黄褐 iOY烹4/3 黄褐色地山粒少量含

シルト にぶい黄褐YR6/3 砂質シル ト 地山粒多量含

灰白 25Y3/1 粘土 灰 自色火 山灰

第45図  S16・ 8住居跡断面図 土境断面図 (1)
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【S16住居跡】

削平により北 。東辺の周溝と床面の一部が残存するのみである。

[規模・平面形]東西約3.2mの 隅丸方形と考えられる。南北の規模については削平により不明である。

[床面]暗褐色シルトを含む明黄褐色シルト質粘上の掘り方埋土を床面としており、ほぼ平坦で中央部は

堅くしまっている。

[カマド・主柱穴]検出されていない。

[周溝]幅約20cm、 深さ 5 cm程が残存している。溝は埋め戻されており、壁側に沿つて一部に壁材の痕跡

と思われる幅、深さ約 5 cmの暗褐色シル トの堆積土が認められる。

[焼け面]住居のほぼ中央部と推定される場所に lヶ所、その南側に焼け面そのものは残存しないものの、

2ヶ所受熱により地山が赤色に変化した部分を検出した。範囲は中央部の焼け面が最も大きく長径70cm、

短径60cmの精円形を呈しており、南側の 2ヶ所は径40～ 60cmの不整円形を呈している。

[土墳]中央部の焼け面の南東端を切るような状態で長径80cm、 短径55cm、 深さ30cmの精円形の土墳を

検出した。堆積土は人為的に埋め戻されたにぶい黄橙色や灰黄褐色のシル ト質粘土で、壁は急に立ち上

がっており、南東側はややオーバーハング気味に立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

[出土遺物]非ロクロ調整の土師器甑が出土している。無底式で器面調整は内外面ハケメである。

0            5 cm

―

第46図  S16住 居跡出土遺物

2 溝跡

【S Dll溝跡】

北から南に傾斜する溝跡である。検出長は約6.9mで、南北両側は調査区外に延びている。上幅70～

150cm、 下幅40～ 100cm、 深さ47cmである。堆積土は焼土粒や地山ブロックを含む自然堆積の黒褐色シ

ルトである。遺物は非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が極少量出土している。

3 土墳
9基検出された。SK7・ 9を除く7基は底面に 1～ 4個のピットを有するもので、陥し穴と考えら

れる。これらは円形で 1個のピットを有するもの(SKl・ 3,13)と、精円形で 1～ 4個のピットを有す

るもの(SK4・ 14～ 16)と に分けられる。以下、それぞれについて説明する。

【SK9土境】

東西約2,5m、 南北2.Om以上、深さ1 6cmの隅丸方形を呈すると考えられる土墳である。南側は調査区

外に延びる。底面は比較的平坦で、壁は緩やかに立ち上がっている。堆積土は地山ブロックを含む自然

堆積の黒褐色シルトで、上面にはかすかに灰白色火山灰も認められる。遺物は非ロクロ調整の上師器

杯・甕、須恵器郷 。甕が少量出土している。
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【SK7土墳】

長辺1.6m、 短辺約1.lmの 隅丸長方形の土墳である。深さは約1 5cmで、堆積土は自然堆積の黒褐色シ

ルトであり、南西側の底面には炭や焼土が厚く堆積しており、底面や側壁は熱を受けて赤変し硬化して

いる。壁は北東側は急に、南西側は緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦であると遺物は非ロク

ロ調整の上師器邦・甕が少量出土している。

【SKl・ 3・ 13土境】

直径1.Om前後、深さと,0～ 1.2mの 円形の上墳である。底面は比較的平坦で、壁は底面からほぼ垂直に

立ち上がっている。また、底面には直径 8～ 1 5cm、 深さ40～ 52cmの 円形のピットが 1個所認められる。

堆積土は地山粒を含む自然堆積の暗・黒褐色シルトやにぶい黄褐色砂質シルト等である。遺物は出土し

ていない。

SK13・ 14

SK15

土   色 備

黒褐 OYR3/ユ ンフレト

暗掲 OYR3/4 ン,レ ト 地山粒含

地山粒多量含

暗褐 OYR3/4 地山粒含

にぶい黄褐 10YR5/3 粘質ンル ト 黒褐シル トブロック少量含

黄褐 粘質ンルト 黒褐シル ト台

褐灰 OYR4/ ン,レ ト

褐灰 YR4/ ン,レ ト

褐灰 粒駅4/ ンリレト

土 色 土  性 備 考

暗褐 10YR3/3 粘質ンル ト

地山粒多台

黒褐 10ゝ駅 2/2 地山粒 灰自粘土ブロック含
黒褐 10WR2/3 ンルト 地山粒多含

地山lu粒少量e
黒褐 10YR 2/2

にぶい黄褐 10YR4/3 砂質ンル ト 地山ブロック 多含
砂質シル ト 譴さ木痕跡

にぶい黄褐 10YR 5/コ 粘土

土   色 土  性 備 考

黒褐 iOYR9/2 シ,レ ト

黒褐 10YR2/2 地山粒少量含

3 暗褐 10yR2/3 ンルト 地山粒多量含

黒褐 IOYR2/2 ン,レ ト 地山粒多量含

暗褐 OYR3/3 地山粒多屋含

黄褐 OYR5/8 暗褐色シル ト台

暗掲 粘土

黒褐 OYR3/2 地山粒多含

土   色 土 性 備

黒褐 10YR2/2 ン,レ ト

黒褐 10YR3/2 ン,レ ト 地山粒多量含

黒 10YR2/1 ン,レ ト 黒褐ンルト含

にぶい黄褐 10YRク 3

暗褐 OYR3/4 ンルト 地山粒少量含

黒褐 OYR3/3 ン,レ ト

暗掲 地山粒少量含

暗褐 OYR3/4 ン,レ ト 地山粒多量含

暗褐 OYR3/3 ンルト 地山粒少量含

黒 褐

暗褐 OYR3/3 ン,レ ト 地山粒プロック多含

第47図  土境断面図 (2)
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ISK4・ 14～16土墳】

長径1.5～ 1.9m、 短径 1.3～ 1.5m、 深さ0.6～ 1.2mの精円形の上墳である。底面は比較的平坦で、壁は

底面からほぼ垂直に立ち上がっており、 S K15。 16は上部でやや開き気味となっている。 S K14～ 16

の底面には直径 8～ 1 2cm、 深さ30～ 38cmの 円形のピットが 1個所認められる。また、 SK4の 底面には

直径 4～ 8 cm、 深さ 8～ 37c14の 円形のピットが 4個所認められ、 SK4・ 14の断面観察では上部への立

ち上がりも認められる。堆積土は地山粒を含む自然堆積の暗・黒褐色シル ト等である。遺物は出土して

いない。

その他の出土遺物 :S110堆積土や現道とほぼ平行する近代の道路側溝と考えられる溝跡から縄文土

器が数片出土している。

(ξ三三三ii'~~~‐
~|;|ュ

%‖ 2
2・ 3:結東羽状縄文 (LR・ RL)

その他の遺物 (縄文土器 )第48図

C 考察
1 遺物の年代
土器がまとまって出土しているのはS110のみであり、ここではS110出土土器の特徴と年代につい

て検討する。

【S110出土土器の特徴】

住居に伴うと考えられる遺物は、床面やカマド底面、煙道埋土から出土した土師器杯 2点、甕 7点、

鉢 1点である。杯は平底で、底部から内湾気味に立ち上がり、日縁部で直線的に外傾して立ち上がって

いるもの(1)と、丸底で外面に稜が付き、稜から上が内湾するもの(2)がある。調整は 1が内外面ヘラミ

ガキ後、黒色処理、 2が外面ヘラケズリ後、ヘラミガキ、内面はヘラミガキ後、黒色処理されている。

甕は小形で鉢形を呈するもの(5・ 8・ 9)と球胴形を呈するもの(6)、 大形で長胴形を呈するもの(13・ 14)

がある。また、底部に本葉痕を残すものもある(6・ 13)。 長胴形の甕は胴部の張りが弱く、ほぼ直線的な

円筒形を呈している。頚部外面に段を有し、日縁部は強く外反する。日縁端部は隅丸方形のもの(14)と、

上面を強くナデつけて平坦に仕上げるもの(13)と がある。調整は日縁部ヨコナデで、胴部は外面ハケメ

調整が多く、他にヘラケズリされるものもある。内面はヘラナデである。鉢は平底で底部から内湾気味

に立ち上がり、体部から口縁部にかけてはほぼ直線的に外傾して立ち上がっている(10)。 調整は口縁部

ヨコナデ、冬部内外面ハケメである。

〔年代】

観音沢遺跡は以前にも宮城県教育委員会によって調査されており、 8世紀前半頃の土師器の良好な資
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料が発見されている1/J日藤・阿郡:1980)。 これらとS110出土土器を比較してみると、長胴形を呈する土

師器甕の日縁端部のつくり出しや胴部の器形、ハケメが主となる調整技法などには共通する点が数多く

認められる。土師器不は前回のものが外面に段や沈線が付き、ヨコナデとヘラケズリ調整されるものが

主体を占めるのに対し、 S110出土のものは掘り方埋土出土のものを除き、外面に段や沈線を有するも

のはなく、外面調整はいずれもヘラミガキされている点に違いが認められる。但し、今回は住居跡の一

部を調査したのみであり、土器組成全林が捉えられているわけではない。また、少数ながら前回出土土

器の中にも外面に段や沈線が付かないものやヘラミガキされるものもあるなど、 S110出土土器につい

ても、概ね前回と同様の特徴を有する土器として捉えることが可能と考えられる。したがって、年代も

前回と同様、 8世紀前半頃に位置づけられるものと考えられる。

第Ⅳ章 ま と め

1.経 ヶ崎・観音沢遺跡は奥羽山脈から東に派生する陸前丘陵の一部である築館丘陵の東端部に位置す

る。

2.調査の結果、経ヶ崎遺跡は従来、丘陵の東端にのみ確認されていた遺跡の範囲が西に大きく広がる

ことが半J明した。

3。 今回の調査では、経ケ崎遺跡が竪穴住居跡12軒、溝跡 8条、土憤18基、観音沢遺跡が竪穴住居跡 4

軒、溝跡 1条、土墳 9基などの遺構を検出した。

4.出土遺物は縄文土器、土師器、須恵器、砥石、近世の銭貨等が出土しており、経ヶ崎遺跡は奈良時

代後半、観音沢遺跡は奈良時代前半頃の土師器が各々 9割以上を占める。

5.堅穴住居跡や溝跡、土墳等で年代が判明するものは経ヶ崎遺跡が 8世紀後半、観音沢遺跡は 8世紀

前半頃のものである。

6.経 ヶ崎遺跡では発見された堅穴住居跡の内、外周溝を伴うものが 5軒確認された。いずれも住居が

立地する緩やかな南西斜面の住居上方を「コ」の字状に取り囲んでおり、幅34～ 98cm、 深さは10～

56cmで底面は一部を除き住居床面よりも低い。これらは主に住居内への雨水等の進入を防ぐためのも

のと考えられる。また、住居跡の中には、これらに接続する外延溝が掘られたものも2軒確認された。

ともにカマドのある住居北辺の西隅から住居外に延びるもので、出日付近はトンネル状となっている。

S121の外延溝はカマ ド東脇からカマ ド前を通り住居外に延びており、出口天丼部には白色粘土が貼

られている。

7.経ヶ崎遺跡 S16・ 40bは一辺が10m前後の隅丸方形で、同時期のものとしては県内でも最大級の

規模を呈する。
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遺跡遠景 (南から)
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字 台 町

045241 44019 38度

38分

36秒

141度

00分

39秒

19980701～ 0721 約 830 町道改良

拡幅工事

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

経ヶ崎遺跡 集 落 跡 奈  良 竪穴住居跡

土墳 。溝跡

土師器・須恵器

砥石

一辺約10mの大型

住居跡が 2軒発見

された。

観音沢遺跡 集 落 跡 縄  文 Tピット 縄文土器

奈  良 竪穴住居跡

土墳・濡跡

土師器 。須恵器
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